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夕
刻
と
も
な

れ
ば
、
「
ヤ
ッ

ト
サ
ー
」
の
声

が
キ
ャ
ン
パ
ス

か
ら
も
聞
こ
え

て
く
る
。
夏
の

徳
島
は
阿
波
踊

り
一
色
に
染
ま
る
。最
近
で
は
、

映
画
「
眉
山
」
や
「
阿
波
Ｄ
Ａ

Ｎ
Ｃ
Ｅ
」
な
ど
に
取
り
上
げ
ら

れ
る
な
ど
、
昨
年
は
阿
波
踊
り

の
期
間
中
に
、
１
４
０
万
人
が

徳
島
を
訪
れ
た
と
い
う
。

▼
阿
波
踊
り
の
起
源
は
庶
民
の

盆
の
踊
り
、
あ
る
い
は
徳
島
城

の
完
成
を
祝
っ
た
の
が
始
ま
り

な
ど
諸
説
あ
る
が
、
今
や
全
国

区
の
夏
祭
り
と
な
っ
た
。
そ
の

特
徴
は
、
型
に
こ
だ
わ
ら
ず
自

由
に
踊
れ
る
こ
と
に
あ
る
。
連

ご
と
に
異
な
る
踊
り
の
形
、
リ

ズ
ム
の
早
さ
な
ど
、
自
由
闊
達

さ
こ
そ
阿
波
踊
り
の
本
領
で
あ

る
。
常
に
新
し
い
形
の
踊
り
の

美
が
そ
こ
に
は
あ
る
。
鳴
り
物

に
し
て
も
時
代
を
反
映
し
た
さ

ま
ざ
ま
な
楽
器
が
用
い
ら
れ
て

き
た
。
何
で
も
取
り
入
れ
、
時

代
に
即
し
た
形
で
続
い
て
き

た
。
そ
の
本
質
は
、
庶
民
の
踊

り
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う
。
こ
れ
が
４
０
０
年
の
長
き

に
わ
た
り
人
々
を
引
き
つ
け
て

き
た
の
だ
。

▼
文
理
大
学
も
本
年
は
看
護
学

科
、
短
期
大
学
部
で
は
パ
テ
ィ

シ
エ
コ
ー
ス
の
設
置
な
ど
、
時

代
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
改
編
が

行
わ
れ
て
い
る
。
古
い
卒
業
生

の
方
々
に
と
っ
て
は
自
分
が
い

た
学
部
名
が
な
く
な
っ
た
、
学

科
が
改
編
さ
れ
た
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
感
慨
を
持
た
れ
る
こ
と
で

あ
ろ
う
が
、
時
代
に
適
応
し
な

が
ら
常
に
新
し
い
知
を
求
め
磨

い
て
い
く
の
が
大
学
で
あ
る
。

こ
こ
で
も
そ
の
本
質
は
変
わ
ら

ず
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
建
学

の
精
神
で
あ
る
。

▼
阿
波
踊
り
と
大
学
、
一
見
関

係
な
さ
そ
う
で
は
あ
る
が
、
そ

の
両
者
と
も
時
代
の
中
で
変
化

し
つ
つ
も
そ
の
根
底
に
流
れ
る

も
の
は
変
わ
ら
な
い
の
で
あ

る
。

▼
さ
て
今
年
の
夏
は
、
踊
る
阿

呆
に
な
り
ま
す
か
、
そ
れ
と
も

見
る
阿
呆
に
な
り
ま
す
か
。
そ

れ
ぞ
れ
が
自
由
に
阿
波
の
夏
を

楽
し
も
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

徳 島 文 理 大 学

アドミッションズ・オフィス

徳島市山城町
〒770–8514

薛 0120–602–455

と
香
川
薬
学
部
の
薬
学
科
（
６

年
制
の
薬
剤
師
養
成
課
程
）は
、

法
的
な
裏
付
け
が
あ
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
薬
学
教
育

界
の
自
主
的
な
取
り
組
み
と
し

て
、
６
年
に
１
度
、
認
証
評
価

に
準
じ
る
評
価
を
受
け
る
こ
と

で
合
意
し
て
お
り
、
現
在
、

「
薬
学
教
育
評
価
機

構
」
と
い
う
評
価
機

関
が
創
設
さ
れ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

20
世
紀
後
半
か
ら

の
大
学
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
化
時
代
へ
の
対
応

方
策
と
し
て
、
各
大
学
は
教
育

全
体
の
柔
軟
化
、流
動
化（
そ
の

た
め
の
規
制
緩
和
、構
造
改
革
）

を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ

と
相
ま
っ
て
、
大
学
の
多
様
化

や
機
能
的
分
化
が
起
こ
り
ま
し

た
。
こ
う
し
た
大
学
多
様
化
に

と
も
な
い
専
門
的
な
第
三
者
機

関
が
、
各
大
学
の
機
能
に
応
じ

て
教
育
研
究
の
質
を
評
価
し
、

そ
れ
を
保
証
す
る
必
要
性
が
生

ま
れ
て
き
ま
し
た
。
大
学
教
育

の
評
価
に
お
い
て
最
も
重
要
な

こ
と
は
、「
大
学
在
学
中
に
、
ど

の
よ
う
な
、
そ
し
て
ど
れ
だ
け

の
付
加
価
値
が
得
ら
れ
る
か
」

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
こ
れ
こ
そ
が
、
正
に
、

大
学
の
教
育
の
質
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
情
報
を
評
価
機
構
に

提
供
す
る
こ
と
で
各
大
学
は
正

し
い
社
会
的
な
評
価
が
得
ら
れ

る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

各
大
学
は
、
規
模
や
構
成
、

建
学
精
神
や
歴
史
、
立
地
条
件

等
に
よ
っ
て
、
個
性
あ
る
独
自

の
教
育
活
動
（
大
学
の
使
命
や

教
育
目
的
、
教
育
研
究
基
本
方

針
お
よ
び
、
育
成
し
よ
う
と
す

る
人
物
像
等
を
達
成
し
よ
う
と

す
る
取
り
組
み
）
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
従
っ
て
、
認
証
評
価

機
構
に
よ
る
評
価
は
、
大
学
の

自
主
性
・
自
立
性
を
尊
重
す
る

見
地
か
ら
そ
の
個
性
と
特
性
や

教
育
目
標
に
沿
っ
て
評
価
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

従
来
の
大
学
の
評
価
は
、

「
偏
差
値
」
と
い
う
「
入
口
」

の
情
報
と
「
一
流
企
業
に
多
数

の
学
生
が
就
職
し
て
い
る
」

（
就
職
ラ
ン
キ
ン
グ
）
と
い
う

「
出
口
」
の
情
報
に
よ
る
も
の

が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。し
か
し
、

教
育
目
的
が
異
な
る

大
学
を
、
入
学
試
験

の
難
易
度
の
指
標
で

あ
る
偏
差
値
だ
け
で

比
較
す
る
こ
と
は
無

理
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
少
子
化
や
就
業

の
状
況
変
化
に
よ
り
従
来
の
評

価
指
標
自
体
の
有
効
性
も
失
わ

れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

大
学
教
育
は
、
学
生
の
専
門

的
な
学
力
・
知
識
・
技
能
な

ど
、「
知
的
能
力
」
を
高
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
卒
業
生
は
獲
得
し
た

「
知
の
力
」
を
有
効
に
活
か
す

こ
と
を
社
会
か
ら
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
従
っ
て
、
教
育
に
関

す
る
評
価
は
「
教
育
の
成
果
」

お
よ
び「
教
育
の
内
容
・
方
法
」

の
二
方
向
か
ら
行
わ
れ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

認
証
評
価
報
告
書
が
全
て
の

大
学
等
か
ら
出
そ
ろ
っ
て
公
表

さ
れ
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
の

偏
差
値
や
都
会
に
在
る
と
い
っ

た
表
面
的
な
指
標
で
な
く
、
真

に
優
れ
た
教
育
研
究
活
動
を
展

開
し
て
い
る
大
学
を
高
校
生
が

選
ぶ
た
め
の
指
標
と
し
て
活
用

さ
れ
る
こ
と
を
希
求
し
て
い
ま

す
。
大
学
の
教
育
の
質
が
正
し

く
評
価
さ
れ
る
こ
と
は
、
本
学

の
よ
う
な
地
方
の
大
学
に
と
っ

て
は
歓
迎
す
べ
き
こ
と
で
あ
り

ま
す
。

平
成
16
年
の
学
校
教
育
法
改

正
に
よ
り
、
大
学
の
自
律
的
な

改
善
・
発
展
を
支
援
し
、
教
育

研
究
活
動
等
の
質
の
保
証
を
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
全
て

の
大
学
（
短
期
大
学
、
高
等
専

門
学
校
を
含
む
）
が
、
認
証
評

価
機
関
（
文
部
科
学
大
臣
に
よ

っ
て
認
証
さ
れ
た
評
価
機
関
）

に
よ
る
評
価
を
７
年
以
内
に
１

度
受
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
平
成
23
年
度
末
に
は
、
す

べ
て
の
大
学
が
第
１
回
目
の
認

証
評
価
を
完
了
す
る
予
定
に
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
薬
学
部

学
の
進
歩
、
人
と
技
術
の
調
和

な
ど
理
学
や
医
学
分
野
に
も
精

通
し
た
技
術
開
発
の
で
き
る
人

材
の
育
成
が
求
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
ナ
ノ
材

料
や
ナ
ノ
マ
シ
ン
な
ど
の
「
ナ

ノ
サ
イ
エ
ン
ス
」、
ゲ
ノ
ム
科

学
・
生
物
分
子
科
学
と
い
っ
た

「
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
」、「
医

用
工
学
」
や
「
グ
リ
ー
ン
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
」な
ど
の
分
野
で
は
、

科
学
と
技
術
を
と
も
に
学
び
活

か
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
工
学
部
を
「
理
工

学
部
」
へ
進
化
さ

せ
る
こ
と
に
よ

り
、
最
先
端
科
学

技
術
が
築
き
あ
げ

る
よ
り
よ
い
社
会

づ
く
り
を
担
う
科

学
技
術
者
の
育
成

を
め
ざ
す
こ
と
と

し
た
。
今
後
は
従

来
の
工
学
的
技
術

力
だ
け
で
な
く
、

理
学
の
視
点
か
ら

の
科
学
力
を
併
せ

た
「
新
時
代
の
も

の
づ
く
り
」
に
ま

い
進
す
る
。

７
月
25
日
貊
晴
れ
渡
る
青
空

の
も
と
、
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
カ
ヌ
ー
競
技
男
子
代
表
と
し

て
ス
ラ
ロ
ー
ム
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン

ペ
ア
種
目
に
出
場
す
る
平
成
14

年
度
卒
業
の
長
尾
寛
征
選
手
の

壮
行
会
が
徳
島
キ
ャ
ン
パ
ス

で
、
約
５
０
０
人
の
学
生
や
教

職
員
が
参
加
し
て
盛
大
に
開
催

さ
れ
た
。
ス
ラ
ロ
ー
ム
カ
ナ
デ

ィ
ア
ン
ペ
ア
種
目
の
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
出
場
は
わ
が
国
で
初
め
て

の
こ
と
で
、
カ
ヌ
ー
競
技
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
は
徳
島
県
初

の
快
挙
あ
る
。

開
会
の
挨
拶
で
、
村

崎
理
事
長
が
「
１
１
３

年
の
大
学
の
歴
史
の
中

で
金
字
塔
を
打
ち
立
て

た
。
体
調
の
管
理
に
留

意
し
、
さ
ら
な
る
飛
躍

を
祈
念
し
て
い
る
」
と

創
立
以
来
初
め
て
の
オ

リ
ン
ッ
ピ
ク
選
手
の
誕

生
を
讃
え
た
後
、
同
窓

会
や
学
生
を
代
表
し
て

高
橋
ア
カ
ン
サ
ス
会
副

会
長
、
野
村
ク
ラ
ブ
委

員
長
も
そ
れ
ぞ
れ
激
励

の
言
葉
を
贈
っ
た
。

大
き
な
拍
手
に
迎
え
ら
れ
て

挨
拶
に
立
っ
た
長
尾
選
手
は
、

「
カ
ヌ
ー
競
技
に
必
要
な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
基
礎

を
こ
の
徳
島
文
理
大
学
で
学
ぶ

こ
と
が
で
き
た
。
練
習
の
成
果

と
技
量
の
す
べ
て
を
発
揮
し

て
、
悔
い
の
な
い
よ
う
に
最
善

の
努
力
を
し
た
い
」
と
力
強
く

抱
負
を
語
り
、健
闘
を
誓
っ
た
。

徳
島
文
理
大
学
連
の
「
阿
波

踊
り
」
の
熱
演
に
続
き
、
長
尾

選
手
の
メ
ダ
ル
の
獲
得
を
祈
念

し
て
、
藤
木
副
学
長
の
発
声
で

万
歳
を
三
唱
し
、
参
加
者
全
員

で
「
大
学
の
歌
」
を
斉
唱
し
て
、

熱
気
と
歓
声
が
溢
れ
る
中
、
式

典
を
終
え
た
。
学
生
の
真
摯
な

演
技
や
熱
唱
に
励
ま
さ
れ
た
長

尾
選
手
は
、
笑
顔
に
感
激
の
表

情
を
漂
わ
せ
な
が
ら
後
輩
た
ち

の
歓
呼
に
応
え
て
い
た
。

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
は
、

長
尾
選
手
は
徳
島
県
出
身
の
三

馬
正
敏
選
手
と
組
ん
で
出
場
す

る
。
８
月
１
日
貊
に
北
京
入
り

し
、
13
日
貉
の
予
選
に
臨
む
。

本
学
関
係
者
は
、
長
尾
選
手

の
偉
業
に
大
い
な
る
声
援
を
送

る
と
と
も
に
、
一
層
の
活
躍
と

健
闘
を
心
か
ら
祈
っ
て
い
る
。

を
、
機
械
創
造
工
学
科
お
よ
び

電
子
情
報
工
学
科
は
学
士
（
工

学
）
が
授
与
さ
れ
る
。

工
学
部
は
、
平
成
元
年
に
四

国
の
私
立
大
学
で
初
め
て
誕
生

し
て
以
来
、
20
年
間
に
わ
た
り

「
も
の
づ
く
り
」
の
技
術
力
の

向
上
を
図
る
な
か
で
、
よ
り
豊

か
な
社
会
を
創
造
す
る
こ
と
の

で
き
る
人
材
を
育
成
し
て
き

た
。
そ
の
間
、
工
学
の
分
野
で

の
変
革
・
発
展
は
め
ざ
ま
し

く
、
世
界
規
模
で
の
環
境
問
題

や
Ｉ
Ｔ
社
会
の
拡
大
、
生
命
科

平
成
21
年
度
か
ら
香
川
キ
ャ

ン
パ
ス
の
工
学
部
を
「
理
工
学

部
」
に
改
称
す
る
。
理
工
学
部

は
、臨
床
工
学
科（
定
員
40
人
）、

ナ
ノ
物
質
工
学
科
（
同
40
人
）、

機
械
創
造
工
学
科
（
同
40
人
）、

電
子
情
報
工
学
科（
同
40
人
）の

４
学
科
の
構
成
と
し
、
基
礎
科

学
科
目
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
生
命
科
学
な

ど
５
科
目
を
新
た
に
共
通
系
科

目
と
し
て
設
け
る
。
卒
業
時
に

は
、
臨
床
工
学
科
お
よ
び
ナ
ノ

物
質
工
学
科
は
学
士（
理
工
学
）

学
　
長
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春
の
柔
ら
か
な
陽
ざ
し
が
新

緑
に
映
え
る
中
、
平
成
20
年
度

入
学
式
が
４
月
６
日
豸
徳
島
キ

ャ
ン
パ
ス
で
、
８
日
貂
香
川
キ

ャ
ン
パ
ス
で
荘
厳
な
雰
囲
気
の

も
と
、
盛
大
に
挙
行
さ
れ
た
。

未
来
を
見
つ
め
る
ま
な
ざ
し

に
静
か
な
情
熱
を
秘
め
た
新
入

生
に
、
桐
野
豊
学
長
が
入
学
許

可
を
宣
言
し
、「
知
の
拠
点
で
あ

る
本
学
の
使
命
は
重
く
、
社
会

の
期
待
も
高
く
な
っ
て
い
る
。

厳
し
い
時
代
を
自
立
し
て
生
き

る
力
を
培
う
と
と
も
に
、
他
者

を
思
い
や
る
心
を
養
い
、
協
同

し
て
よ
り
よ
い
社
会
を
築
く
こ

と
に
貢
献
し
て
欲
し
い
」
と
式

辞
を
述
べ
、
入
学
者
の
限
り
な

い
前
途
に
祝
福
を
贈
っ
た
。

新
入
生
を
代
表
し
て
、
徳
島

キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
人
間
生
活
学

部
の
瀧
下
朋
代
さ
ん
が
「
学
生

と
し
て
の
本
分
を
守
り
、
社
会

で
活
躍
す
る
能
力
を
養
う
た

め
、
勉
学
に
励
み
ま
す
」
と
宣

誓
し
、
香
川
キ
ャ
ン
パ
ス
で
も

香
川
薬
学
部
の
小
畑
元

裕
さ
ん
が
「
研
究
に
精

励
し
、
学
生
と
し
て
の

本
分
を
尽
く
す
こ
と
を

誓
い
ま
す
」
と
力
強
く

宣
言
し
た
。

ま
た
、
村
崎
正
人
理

事
長
は
、「
女
も
独
り

立
ち
が
で
き
ね
ば
な
ら

ぬ
」
と
い
う
信
念
で
生

涯
を
貫
い
た
学
祖
村
崎

サ
イ
の
女
子
教
育
に
捧

げ
た
熱
情
と
１
１
３
年

の
歴
史
と
伝
統
を
重
ね

る
本
学
園
の
「
自
立
協

同
」
の
建
学
精
神
を
説
き
、
悔

い
の
な
い
学
生
生
活
を
過
ご
す

よ
う
、
新
入
生
を
励
ま
し
た
。

そ
の
後
、
音
楽
学
部
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
入
学
生
歓
迎
の
楽
曲
の

演
奏
に
続
き
、
全
員
が
校
歌
を

斉
唱
し
た
。

保
健
福
祉
学
部
に
新
設
さ
れ

た
看
護
学
科
、
短
期
大
学
部
に

新
設
さ
れ
た
パ
テ
ィ
シ
エ
コ
ー

ス
の
入
学
生
も
学
園
生
活
の
新

し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

新
入
生
は
徳
島
キ
ャ
ン
パ

ス
・
香
川
キ
ャ
ン
パ
ス
合
わ
せ

て
１
３
３
５
人
。
内
訳
は
大
学

院
・
専
門
職
大
学
院
97
人
、
専

攻
科
22
人
、
第
３
年
次
編
入
学

73
人
、
人
間
生
活
学
部
３
２
７

人
、保
健
福
祉
学
部
１
２
６
人
、

音
楽
学
部
25
人
、
薬
学
部
１
７

０
人
、
総
合
政
策
学
部
54
人
、

文
学
部
72
人
、
工
学
部
１
０
３

人
、
香
川
薬
学
部
87
人
、
短
期

大
学
部
１
７
９
人
。

g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g

w
w

w
w

w

「
各
界
ト
ッ
プ
と
考
え
る
地

域
再
浮
上
の
針
路
」
を
テ
ー
マ

に
、
徳
島
文
理
大
学
公
開
講
座

が
５
月
、
６
月
の
両
月
６
回
に

わ
た
り
、
徳
島
キ
ャ
ン
パ
ス
、

香
川
キ
ャ
ン
パ
ス
で
そ
れ
ぞ
れ

開
催
さ
れ
た
。

本
講
座
は
、
知
の
拠
点
と
し

て
地
域
の
発
展
に
寄
与
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
本
学
の
使
命
を

果
た
す
と
と
も
に
、
現
在
、
わ

が
国
の
産
業
社
会
で
重
責
を
担

っ
て
い
る
リ
ー
ダ
ー
の
講
演
や

討
論
を
通
じ
て
、
学
生
た
ち
が

見
聞
を
深
め
、
知
的
教
養
を
高

め
る
な
ど
自
己
の
生
き
方
、
あ

り
方
を
考
え
さ
せ
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。特
に
、

本
年
度
は
四
国
の
自
立
的
発
展

を
め
ざ
し
、
そ
の
活
性
化
に
向

け
、
経
済
や
産
業
な
ど
多
方
面

か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
手
法
を

導
入
し
、
再
生
の
方
策
を
模
索

す
る
試
み
が
な
さ
れ
た
。

ま
た
、
こ
の
講
座
は
新
入
生

の
「
徳
島
文
理
学
」
や
学
部
・

学
科
の
授
業
の
一
環
と
し
て
活

用
す
る
一
方
、
広
く
県
民
に
公

開
し
た
の
で
、
多
く
の
県
民
が

参
加
し
た
。

「
や
っ
て
み
る
こ
と
の
大
切

さ
、
自
分
の
居
場
所
を
見
つ
け

る
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
す
る

こ
と
が
で
き
た
」、「
基
本
的
に

マ
イ
ナ
ス
思
考
で
あ
っ
た
が
、

プ
ラ
ス
思
考
で
積
極
的
に
生
き

て
い
る
年
輩
の
人
た
ち
を
素
敵

だ
と
思
い
ま
し
た
」
な
ど
講
演

内
容
に
触
発
さ
れ
た
声
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
講
演
の
幕
間
に
は
、

音
楽
学
部
の
教
員
・
学
生
ら
に

よ
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
名
曲
の
演

奏
が
あ
り
、
講
座
の
雰
囲
気
を

な
ご
や
か
な
も
の
に
し
、
華
を

添
え
た
。

来
年
度
の
開
催
に
つ
い
て
は

今
年
度
の
成
果
を
踏
ま
え
検
討

中
で
あ
る
。

徳
島
文
理
大
学
同
窓
会
ア
カ
ン
サ
ス
会
は
、
株
式
会
社
廣
済

堂
へ
会
員
デ
ー
タ
管
理
な
ら
び
に
名
簿
制
作
・
発
送
業
務
等
を

委
託
し
て
い
ま
す
。

ア
カ
ン
サ
ス
会
登
録
情
報
（
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
勤

め
先
な
ど
）
の
変
更
は
、
株
式
会
社
廣
済
堂
お
客
様
相
談
セ
ン

タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

株
式
会
社
廣
済
堂
　
お
客
様
相
談
セ
ン
タ
ー

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル：

０
１
２
０
―
０
５
８
―
６
５
１

（
平
日
10：

00
〜
17：

00
／
土
日
祝
休)

アカンサス会登録情報
の変更について
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５
月
26
日
豺
、
ア
メ
リ
カ
・

シ
ェ
ナ
ン
ド
ー
大
学
の
ジ
ェ
ー

ム
ス
・
デ
イ
ビ
ス
学
長
に
名
誉

博
士
の
称
号
が
授
与
さ
れ
た
。

む
ら
さ
き
ホ
ー
ル
に
て
、
シ

ェ
ナ
ン
ド
ー
大
学
、
ロ
ー
バ
ッ

カ
ー
客
員
教
授
、
本
学
教
職

員
・
学
生
が
列
席
す
る
な
か
、

授
与
式
は
執
り
行
わ
れ
、
桐
野

学
長
か
ら
デ
イ
ビ
ス
学
長
に
名

誉
博
士
の
称
号
が
贈
ら
れ
た
。

続
い
て
、
村
崎
理
事
長
か
ら
デ

イ
ビ
ス
学
長
が
１
９
８
２
年
か

ら
現
在
に
至
る
ま
で
26
年
の
長

期
に
わ
た
っ
て
学
長
を
務
め
て

こ
ら
れ
た
こ
と
な
ど
、
多
方
面

で
の
業
績
が
紹
介
さ
れ
た
。
デ

イ
ビ
ス
学
長
は
ス
ピ
ー
チ
の
中

で
、
名
誉
博
士
の
称
号
授
与
に

対
し
て
栄
誉
な
こ
と
で
あ
る
と

し
、
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た
あ

と
、
６
月
30
日
豺
を
も
っ
て
学

長
を
退
き
、
次
期
16
代
学
長
に

ト
レ
イ
シ
ー
・
フ
ィ
ッ
ツ
シ
モ

ン
ズ
博
士
が
就
任
す
る
こ
と
を

発
表
し
た
。

本
学
と
シ
ェ
ナ
ン
ド
ー
大
学

は
、
２
０
０
０
年
に
村
崎
理
事

長
と
デ
イ
ビ
ス
学
長
と
の
間
で

学
術
交
流
協
定
が
交
わ
さ
れ
て

以
来
、
音
楽
療
法
の
分
野
で
世

界
の
権
威
で
あ
る
ロ
ー
バ
ッ
カ

ー
博
士
を
客
員
教
授
と
し
て
招

聘
し
、
定
期
的
に
講
演
や
特
別

講
義
を
開
催
し
て
い
る
。ま
た
、

本
学
か
ら
も
教
職
員
を
派
遣
し

て
最
新
の
ア
メ
リ
カ
の
音
楽
療

法
や
そ
の
教
育
方
法
に
つ
い
て

研
究
を
行
う
な
ど
、
両
大
学
の

絆
が
深
ま
る
な
か
、
２
０
０
６

年
に
は
村
崎
理
事
長
が
シ
ェ
ナ

ン
ド
ー
大
学
よ
り
名
誉
博
士
の

称
号
を
授
与
さ
れ
た
。
同
年
、

シ
ェ
ナ
ン
ド
ー
シ
ン
ガ
ー
ズ
が

来
学
し
、
今
年
の
３
月
に
は
音

楽
療
法
を
専
攻
す
る
学
生
の
グ

ル
ー
プ
が
シ
ェ
ナ
ン
ド
ー
大
学

を
訪
問
す
る
な
ど
、
学
生
間
の

交
流
も
進
ん
で
い
る
。
デ
イ
ビ

ス
学
長
と
の
間
で
築
か
れ
た
両

大
学
の
友
好
関
係
が
、
今
後
も

ま
す
ま
す
発
展
的
な
も
の
と
な

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c

る
座
禅
、
無
言
の
行
、
等
は
そ

の
為
で
す
。
現
代
の
日
本
で
は

精
神
的
に
自
立
し
て
い
な
い
青

年
が
非
常
に
多
い
と
思
い
ま

す
。
最
近
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
旅
し

て
驚
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

街
頭
で
、
電
車
の
中
で
、
絶
え

ず
携
帯
電
話
を
い
じ
り
廻
し
、

メ
ー
ル
を
し
て
い
る
青
年
が
日

本
よ
り
は
る
か
に
少
な
く
、
本

を
読
ん
で
い
る
人
が
多
い
こ
と

で
す
。
日
本
の
青
年
は
他
人
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
し

に
は
自
分
の
存
在
に
不
安
が
あ

る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ

れ
は
日
本
に
は
「
個
人
革
命
ル

ネ
ッ
サ
ン
ス
」
の
歴
史
が
な
か

っ
た
こ
と
が
大
き
な
一
因
で
あ

り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
現
代
は
教

育
理
念
が
無
い
こ
と
も
加
わ
っ

て
い
ま
す
。
最
近
の
青
年
犯
罪

の
多
さ
は
目
を
覆
う
も
の
が
あ

り
、
ま
た
彼
等
は
必
ず
全
て
を

他
人
の
責
任
に
す
る
「
親
が
悪

い
、
社
会
が
悪
い
、
友
達
が
悪

い
」
等
々
、
全
く
自
己
の
喪
失

と
社
会
と
の
協
同
と
い
う
こ
と

を
失
っ
た
自
己
中
心
主
義
に
根

本
的
原
因
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
ロ
ダ
ン
は
現
代
の
青
年
の

哲
学
の
な
さ
を
ど
う
考
え
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
？
　
今
ほ

ど
、
学
校
教
育
の
柱
に
「
自

立
・
協
同
」
と
い
う
こ
と
を
必

要
と
し
て
い
る
時
代
は
無
く
、

我
が
文
理
大
学
創
業
者
が
創
立

の
精
神
と
し
た
こ
と
の
偉
大
さ

を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

自
立
・
協
同
精
神
の
育
成
を

今
日
ほ
ど
、
必
要
と
し
て
い
る

時
代
は
な
い
と
私
は
考
え
ま

す
。
自
立
と
は
「
精
神
的
な
自

己
の
確
立
」
を
骨
子
と
し
て
確

立
し
た
自
己
同
志
が
、
出
会
い

支
え
合
っ
て
初
め
て
「
協
同
」

と
い
う
こ
と
も
成
り
立
つ
筈
で

す
。
自
己
の
確
立
は
自
分
と
い

う
座
標
軸
を
確
立
し
そ
れ
に
よ

り
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
深
く
考

え
る
こ
と
で
す
。
佛
教
に
お
け

名
誉
学
長

勝
　
沼
　
信
　
彦

A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A

徳
島
県
小
松
島
市
の
「
徳
島

赤
十
字
病
院
」
隣
接
地
に
、
今

年
度
開
設
し
た
看
護
学
科
お
よ

び
薬
学
関
係
の
病
院
実
習
に
関

す
る
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
立
す

る
。
９
月
に
着
工
し
来
年
３
月

の
完
成
を
予
定
し
て
お
り
、
来

年
度
か
ら
本
格
運
用
を
行
う
。

実
習
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
看

護
お
よ
び
薬
学
に
関
す
る
病
院

実
習
を
円
滑
に
推
進
す
る
た
め

の
中
核
施
設
で
あ
り
、
１
階
は

主
に
薬
学
関
係
、
２
階
は
看
護

関
係
の
諸
室
を
配
置
し
て
い

る
。各
階
に
は
学
習
室
を
置
き
、

実
習
前
の
指
導
や
実
習
後
の
報

告
書
の
作
成
お
よ
び
休
憩
等
に

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
、
２
階
部
分
に
は
助
産
実
習

に
対
応
で
き
る
よ
う
、
教
員
お

よ
び
学
生
が
宿
泊
で
き
る
設
備

を
有
し
て
い
る
。

そ
の
他
、
徳
島
赤
十
字
病
院

と
の
共
同
研
究
の
推
進
や
、
地

域
と
の
連
携
活
動
等
の
多
目
的

な
利
用
が
可
能
な
施
設
と
し
て

計
画
し
て
い
る
。

敷
地
は
徳
島
赤
十
字
病
院
横

の
遊
歩
道
に
接
し
て
お
り
、
四

季
折
々
の
花
や
緑
に
囲
ま
れ
た

場
所
に
あ
る
。
建
物
は
、
鉄
骨

２
階
建
て
、
延
べ
面
積
３
９
４

平
方
米
、
三
角
形
の
敷
地
形
状

を
生
か
し
た
デ
ザ
イ
ン
で
、
明

る
く
開
放
的
な
階
段
室
や
南
北

に
開
け
た
窓
を
設
け
、
自
然
採

光
や
通
風
を
生
か
す
な
ど
環
境

に
配
慮
し
た
計
画
で
あ
る
。
敷

地
内
に
は
22
台
の
駐
車
場
と
駐

輪
場
を
設
け
、
実
習
支
援
セ
ン

タ
ー
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
地

域
と
の
連
携
活
動
等
さ
ま
ざ
ま

な
利
用
に
対
応
で
き
る
施
設
と

し
て
い
る
。ま
た
、全
体
的
に
白

を
基
調
と
し
た
外
観
は
、
大
学

の
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
と

し
て
の
独
自
性
と
、
隣
接
す
る

徳
島
赤
十
字
病
院
と
の
景
観
構

成
に
配
慮
し
た
施
設
で
あ
る
。

科　　　　目 金　額 科　　　　目 金　額
学生生徒等納付金収入 8,711 人 件 費 支 出 5,007

手 数 料 収 入 106 教育研究経費支出 2,035

寄 付 金 収 入 67 管 理 経 費 支 出 870

補 助 金 収 入 1,726 施 設 関 係 支 出 778

資 産 運 用 収 入 1,325 設 備 関 係 支 出 1,216

事　　業　　収　　入 206 資 産 運 用 支 出 2,305

雑　　 収　　 入 139 そ の 他 の 支 出 2,192

前 受 金 収 入 1,274

そ の 他 の 収 入 3,179

資金収入調整勘定 △1,448 資金支出調整勘定 △350

前年度繰越支払資金 6,245 次年度繰越支払資金 7,477

収 入 の 部 合 計 21,530 支 出 の 部 合 計 21,530

科　　　　目 金　　額
資 産 の 部 合 計 98,285

固　　定　　資　　産 90,671

流　　動　　資　　産 7,614

負 債 の 部 合 計 3,331

固　　定　　負　　債 1,659

流　　動　　負　　債 1,672

基 本 金 の 部 合 計 99,600

消 費 収 支 差 額 の 部 合 計 △4,646

負債の部・基本金の部および
消 費 収 支 差 額 の 部 合 計 98,285

表Ⅰ　資金収支計算書 （単位：百万円）

科　　　　目 金　額 科　　　　目 金　額
学生生徒等納付金 8,711 人　　 件　　 費 5,012

手　　 数　　 料 106 教 育 研 究 経 費 4,629

寄　　 付　　 金 95 管　　理　　経　　費 1,088

補　　 助　　 金 1,726 資 産 処 分 差 額 976

資 産 運 用 収 入 1,325

事 業 収 入 206

雑　　 収　　 入 130

帰 属 収 入 合 計 12,299

基本金組入額合計 △1,020

消費収入の部合計 11,279 消費支出の部合計 11,705

当年度消費支出超過額 426

前年度繰越消費支出超過額 5,873

基 本 金 取 崩 額 1,653

翌年度繰越消費支出超過額 4,646

表Ⅱ　消費収支計算書 （単位：百万円）

（収入の部） （支出の部）

表Ⅲ　貸借対照表 （単位：百万円）

学
校
法
人
村
崎
学
園
の
平
成

19
年
度
決
算
状
況
は
（
表
Ⅰ
）

資
金
収
支
計
算
書
、（
表
Ⅱ
）
消

費
収
支
計
算
書
、（
表
Ⅲ
）
貸
借

対
照
表
の
通
り
で
あ
る
。

資
金
収
支
計
算
書
は
、
平
成

19
年
度
の
諸
活
動
に
対
応
す
る

す
べ
て
の
資
金
の
収
入
と
支
出

を
表
し
て
い
る
。

消
費
収
支
計
算
書
は
、
企
業

会
計
で
い
え
ば
損
益
計
算
書
に

当
た
る
も
の
で
、
当
該
会
計
年

度
の
消
費
収
入
お
よ
び
消
費
支

出
の
内
容
お
よ
び
均
衡
の
状
態

を
表
し
て
い
る
。

消
費
収
入
は
当
会
計
年
度
の

帰
属
収
入
（
負
債
と
な
ら
な
い

収
入
）
を
計
算
し
、
当
該
帰
属

収
入
の
額
か
ら
当
会
計
年
度
に

お
い
て
基
本
金
を
控
除
し
て
計

算
し
た
も
の
で
あ
る
。

消
費
支
出
は
当
会
計
年
度
に

お
い
て
消
費
す
る
資
産
の
取
得

価
額
お
よ
び
当
会
計
年
度
に
お

け
る
用
役
の
対
価
に
基
づ
い
て

計
算
し
た
も
の
で
あ
る
。

貸
借
対
照
表
は
、
財
産
の
状

態
を
表
す
計
算
書
で
あ
り
、
資

産
の
部
と
負
債
・
基
本
金
お
よ

び
消
費
収
支
差
額
の
部
を
設
け
、

当
会
計
年
度
末
の
額
を
記
載
す

る
も
の
で
あ
る
。
全
て
は
学
校

法
人
会
計
基
準
に
基
づ
い
て
計

算
お
よ
び
表
記
さ
れ
て
い
る
。

※表Ⅰ・表Ⅱの計算期間は平成19年４月１日から平
成20年３月31日まで
※表Ⅲは平成20年３月31日現在
※各計数は単位未満を四捨五入
※資金収入調整勘定…期末未収入金および前期末前
受金を調整
※資金支出調整勘定…期末未払い金および前期末前
払金を調整
※基本金…学校法人が諸活動の計画に基づき、必要
な資産を継続的に保持するために維持すべきもの
として帰属収入から組み入れた金額

（収入の部） （支出の部）

平
成
19
年
12
月
始
め
に
「
建

学
精
神
懸
賞
論
文
企
画
委
員

会
」
を
立
ち
上
げ
、
次
の
趣
旨

で
懸
賞
論
文
を
募
集
す
る
こ
と

に
決
定
し
た
。
選
考
委
員
は
、

理
事
長
、
学
長
は
じ
め
21
人
。

１
　
募
集
の
趣
旨

徳
島
文
理
大
学
は
明
治
28
年

学
祖
村
崎
サ
イ
が
「
女
に
学
問

は
い
ら
ぬ
」
と
い
わ
れ
た
時
代

に
「
女
も
独
り
立
ち
が
で
き
ね

ば
な
ら
ぬ
」
と
「
実
学
」
と

「
女
性
の
自
立
」
を
唱
え
て
学

園
を
創
立
し
た
。
そ
れ
以
来
１

１
３
年
に
わ
た
り
本
学
が
変
わ

ら
ず
守
り
続
け
て
い
る
の
が

「
自
立
協
同
」
の
建
学
精
神
で

あ
る
。

こ
の
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す

る
社
会
の
中
に
あ
っ
て
、
教
職

員
が
本
学
が
守
り
続
け
て
き
た

「
自
立
協
同
」の
建
学
精
神
の
意

味
や
意
義
の
適
切
な
理
解
を
図

る
と
と
も
に
、
各
種
印
刷
物
に

建
学
精
神
を
魅
力
的
に
解
説

し
、
本
学
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
を
広
報
す
る
。

２
　
テ
ー
マ

①
建
学
精
神
「
自
立
協
同
」
の

現
代
的
意
義

②
建
学
精
神
を
現
在
の
教
育
に

ど
う
生
か
す
か

③
建
学
の
精
神
を
踏
ま
え
た
大

学
の
使
命
・
目
的
に
つ
い
て

３
　
募
集
対
象
　
全
教
職
員

４
　
論
文
枚
数

５
０
０
０
字
以
内

５
　
募
集
期
間

平
成
19
年
12
月
19
日
貉
〜

平
成
20
年
２
月
25
日
豺

募
集
の
結
果
、
14
人
の
教
員

方
か
ら
応
募
が
あ
っ
た
。
慎
重

な
第
一
次
審
査
を
経
て
、
最
終

審
査
は
企
画
委
員
会
で
決
定
し

た
。
ど
の
論
文
も
立
派
で
審
査

が
と
て
も
難
し
く
難
航
し
た
。

こ
こ
に
最
優
秀
賞
、優
秀
賞
、

入
選
に
選
ば
れ
た
教
員
を
発
表

す
る
。
な
お
、
最
優
秀
賞
、
優

秀
賞
の
３
作
品
は
「
研
究
紀
要

編
集
委
員
会
」
の
了
解
を
得
て

研
究
紀
要
に
掲
載
す
る
。

最
優
秀
論
文
賞

総
合
政
策
学
部
　
松
村
豊
大

優
秀
論
文
賞

総
合
政
策
学
部
　
中
村
昌
宏

短
期
大
学
部
保
育
科石

井
信
子

入
選
論
文
賞

保
健
福
祉
学
部
　
小
泉
周
臣

文
学
部
　
　
　
　
柳
井
恒
夫

総
合
政
策
学
部
　
南
　
育
広

●
木き

村む
ら

昌ま
さ

雄お

先
生

q
愛
媛
県
　
w
広
島
大
学
文
学
部
　

r
愛
媛
県
立
今
治
北
高
等
学
校
長
　

t
准
教
授
・
一
般
総
合
科
目

●
荒あ

ら

井い

修
し
ゆ
う

二じ

先
生

q
香
川
県
　
w
早
稲
田
大
学
教
育
学
部

r
香
川
県
立
三
木
高
等
学
校
長
　
t
准

教
授
・
一
般
総
合
科
目

●
宋そ

ん

炳
び
よ
ん

五お

先
生

q
韓
国
　
w
専
修
大
学
大
学
院
国
文
学

研
究
科（
博
）
e
文
学
博
士
　
r
韓
国

檀
國
大
学
校
又
松
大
学
校（
日
本
語
講

師
）
t
客
員
准
教
授
・
一
般
総
合
科
目

●
二
川

ふ
た
が
わ

加
代
子

か

よ

こ

先
生

q
香
川
県
　
w
高
知
県
立
高
知
女
子
大

学
家
政
学
部
　
r
香
川
県
立
飯
山
高
等

学
校
教
諭
　
t
講
師
・
一
般
総
合
科
目

●
中な

か

安や
す

紀
美
子

き

み

こ

先
生

q
京
都
府
　
w
徳
島
大
学
医
学
部

r
徳
島
大
学
総
合
科
学
部
教
授
　
t
教

授
・
人
間
生
活
学
部

●
中な

か

津つ

達た
つ

雄お

先
生

q
兵
庫
県
　
w
大
阪
教
育
大
学
大
学
院

教
育
学
研
究
科（
修
）
e
教
育
学
修
士

r
奈
良
少
年
鑑
別
所
長
　
t
教
授
・
人

間
生
活
学
部

●
蔭か

げ

山や
ま

久ひ
さ

代よ

先
生

q
徳
島
県
　
w
徳
島
大
学
医
学
部

r
徳
島
県
立
板
野
養
護
学
校
長
　
t
准

教
授
・
人
間
生
活
学
部

●
谷
本

た
に
も
と

泰や
す

子こ

先
生

q
愛
媛
県
　
w
徳
島
文
理
大
学
大
学
院

人
間
生
活
学
研
究
科（
修
）
t
助
手
・

人
間
生
活
学
部

●
松
本

ま
つ
も
と

貴
彦
た
か
ひ
こ

先
生

q
高
知
県
　
w
三
重
県
立
看
護
大
学
大

学
院
看
護
学
研
究
科（
修
）
e
看
護
学

修
士
　
r
東
京
医
療
保
健
大
学
　
t
講

師
・
保
健
福
祉
学
部

●
吉
永

よ
し
な
が

純す
み

子こ

先
生

q
徳
島
県
　
w
徳
島
大
学
大
学
院
人

間
･
自
然
環
境
研
究
科（
修
）
e
博
士

（
医
学
）･
修
士（
学
術
）
r
香
川
県
立

保
健
医
療
大
学
教
授
･
徳
大
医
療
技
術

短
期
大
学
部
講
師
　
t
教
授
・
保
健
福

祉
学
部

●
橋
本

は
し
も
と

文ふ
み

子こ

先
生

q
徳
島
県
　
w
徳
島
大
学
大
学
院
人

間
･
自
然
環
境
研
究
科（
修
）
e
修
士

（
学
術
）
r
徳
島
大
学
医
学
部
講
師

t
教
授
・
保
健
福
祉
学
部

●
灘な

だ

久ひ
さ

代よ

先
生

q
徳
島
県
　
w
滋
賀
医
科
大
学
大
学
院

医
学
系
研
究
科（
修
）
e
看
護
学
修
士

t
准
教
授
・
保
健
福
祉
学
部

●
川か

わ

田た

美
由
紀

み

ゆ

き

先
生

q
香
川
県
　
w
四
国
学
院
大
学
大
学
院

社
会
学
研
究
科（
修
）
e
社
会
学
修
士

r
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
愛
媛
病

院
附
属
看
護
学
校
教
員
　
t
講
師
・
保
健

福
祉
学
部

●
佐さ

原は
ら

玉た
ま

恵え

先
生

q
徳
島
県
　
w
香
川
大
学
大
学
院
医
学

系
研
究
科（
修
）
e
看
護
学
修
士

r
徳

島
大
学
医
学
部
助
教
　
t
講
師
・
保
健

福
祉
学
部

●
山
下

や
ま
し
た

留
理
子

る

り

こ

先
生

q
徳
島
県
　
w
徳
島
大
学
大
学
院
人

間
･
自
然
環
境
研
究
科（
修
）
e
修
士

（
学
術
）
r
徳
島
大
学
医
学
部
助
教

t
講
師
・
保
健
福
祉
学
部

●
神か

ん

農の

今
日

き
よ
う

子こ

先
生

q
徳
島
県
　
w
徳
島
大
学
大
学
院
人

間
･
自
然
環
境
研
究
科（
修
）
e
修
士

（
学
術
）
r
徳
島
大
学
医
学
部
助
教

t
講
師
・
保
健
福
祉
学
部

●
鈴す

ず

木き

智と
み

子こ

先
生

q
大
分
県
　
w
佐
賀
医
科
大
学
大
学
院

医
学
系
研
究
科（
修
）
e
修
士（
看
護

学
）
r
徳
島
県
立
看
護
学
院
教
員

t
講
師
・
保
健
福
祉
学
部

●
重
本

し
げ
も
と

津
多
子

つ

た

こ

先
生

q
徳
島
県
　
w
香
川
大
学
大
学
院
医
学

研
究
科（
修
）
e
看
護
学
修
士
　
r
徳

島
県
立
中
央
病
院
看
護
局
局
長
室
情
報

担
当
師
長
　
t
助
教
・
保
健
福
祉
学
部

●
森も

り

知と
も

子こ

先
生

q
愛
媛
県
　
w
徳
島
大
学
教
育
学
部
　

r
医
療
法
人
平
成
博
愛
会
看
護
師

t
助
手
・
保
健
福
祉
学
部

●
酒
巻

さ
か
ま
き

由
里
ゆ

り

先
生

q
徳
島
県
　
w
滋
賀
医
科
大
学
医
学
部

r
徳
島
県
立
中
央
病
院
技
師
　
t
助

手
・
保
健
福
祉
学
部

●
舟ふ

な

井い

貴
久
子

き

く

こ

先
生

q
徳
島
県
　
w
放
送
大
学
教
養
学
部

r
医
療
法
人
平
成
博
愛
記
念
病
院
病
棟

看
護
長
　
t
助
手
・
保
健
福
祉
学
部

●
上う

え

田た

孝た
か

子こ

先
生

q
徳
島
県
　
w
小
松
島
赤
十
字
高
等
看

護
学
校
　
r
徳
島
大
学
病
院
看
護
師

t
実
験
助
手
・
保
健
福
祉
学
部

●
板
東

ば
ん
ど
う

久
美
く

み

先
生

q
徳
島
県
　
w
国
立
音
楽
大
学
　
e
徳

島
文
理
中
･
高
非
常
勤
講
師
　
r
附
設

音
楽
教
室
講
師

t
准
教
授
・
音
楽
学
部

●
越え

ち

後ご

典の
り

子こ

先
生

q
島
根
県
　
w
岡
山
大
学
大
学
院
医
歯

薬
学
総
合
研
究
科（
博
）
e
博
士（
薬

学
）
r
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員

（
Ｄ
Ｃ
１
）
t
助
教
・
薬
学
部

●
古ふ

る

田た

修
し
ゆ
う

一い
ち

先
生

q
埼
玉
県
　
w
大
阪
大
学
法
学
部

r
法
務
省
福
岡
矯
正
管
区
長
　
t
教

授
・
総
合
政
策
研
究
科

●
松ま

つ

尾お

平
た
い
ら

先
生

q
岡
山
県
　
w
岡
山
大
学
大
学
院
医
歯

薬
学
総
合
研
究
科（
博
）
e
博
士（
薬

q
本
籍

w
最
終
校

e
博
士
号

r
前
任

t
所
属
等

新
任
教
職
員
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

学
）
t
助
教
・
香
川
薬
学
部

●
伊い

藤と
う

文
博
ふ
み
ひ
ろ

先
生

q
千
葉
県
　
w
千
葉
大
学
大
学
院
医
学

薬
学
府（
博
）
e
博
士（
薬
学
）
r
香

川
薬
学
部
研
究
員
　
t
助
教
・
香
川
薬

学
部

●
益
岡

ま
す
お
か

尚
由
た
か
よ
し

先
生

q
岡
山
県
　
w
岡
山
大
学
大
学
院
医
歯

薬
学
総
合
研
究
科（
博
）
e
博
士（
薬

学
）
t
助
教
・
香
川
薬
学
部

●
小こ

林ば
や
し

祐
輔
ゆ
う
す
け

先
生

q
福
岡
県
　
w
京
都
大
学
大
学
院
薬
学

研
究
科（
博
）
e
博
士（
薬
学
）
r
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
博

士
研
究
員
　
t
助
教
・
香
川
薬
学
部

●
樫か

し

野の

真
ま
こ
と

先
生

q
広
島
県
　
w
広
島
国
際
大
学
大
学
院

総
合
人
間
科
学
研
究
科（
修
）
e
修
士

（
医
療
工
学
）
r
医
療
法
人
社
団
日
本

鋼
管
福
山
病
院
臨
床
病
理
科
　
t
講

師
・
工
学
部

●
武
藏

む
さ
し

健
裕
た
け
ひ
ろ

先
生

q
岩
手
県
　
w
広
島
国
際
大
学
大
学
院

総
合
人
間
科
学
研
究
科（
博
）
e
博
士

（
医
療
工
学
）
r
医
療
法
人
社
団
辰
星

会
新
開
医
院
　
t
講
師
・
工
学
部

●
山
本

や
ま
も
と

裕ゆ
う

貴き

先
生

q
愛
媛
県
　
w
徳
島
文
理
大
学
人
間
生

活
学
部
　
t
実
験
助
手
・
短
期
大
学
部

生
活
科
学
科

●
伊
勢

い

せ

正
伸
ま
さ
の
ぶ

先
生

q
徳
島
県
　
w
東
京
農
業
大
学
農
学
部

r
徳
島
県
立
小
松
島
西
高
等
学
校
長

t
准
教
授
・
短
期
大
学
部
生
活
科
学
科

●
笹
倉

さ
さ
く
ら

潤
じ
ゆ
ん

次じ

先
生

q
徳
島
県
　
w
同
志
社
大
学
商
学
部

r
徳
島
県
立
美
馬
商
業
高
等
学
校
長

t
准
教
授
・
短
期
大
学
部
商
科

●
國
東

く
に
と
う

幹か
ん

司じ

先
生

q
香
川
県
　
w
明
治
大
学
経
営
学
部

r
㈱
百
十
四
銀
行
　
t
学
園
本
部
経
理

部
副
部
長

●
山
口

や
ま
ぐ
ち

久
き
ゆ
う

吉
郎
き
ち
ろ
う

先
生

q
香
川
県
　
w
関
西
学
院
大
学
商
学
部

r
㈱
百
十
四
銀
行
　
t
学
園
本
部
経
理

部
副
部
長

●
川か

わ

野の

浩ひ
ろ

美み

先
生

q
徳
島
県
　
w
徳
島
文
理
大
学
人
間
生

活
学
部
　
t
学
園
本
部
事
務
職
員

●
本
永

も
と
な
が

清
き
よ
し

先
生

q
沖
縄
県
　
w
琉
球
大
学
法
文
学
部

r
沖
縄
県
立
読
谷
高
等
学
校
長
　
t
ア

ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ズ
・
オ
フ
ィ
ス
事
務
職
員

●
今
山

い
ま
や
ま

優ゆ
う

希き

先
生

q
宮
崎
県
　
w
徳
島
文
理
大
学
人
間
生

活
学
部
　
t
教
育
･
研
究
支
援
ユ
ニ
ッ

ト
学
務
グ
ル
ー
プ
事
務
職
員

●
藤
本

ふ
じ
も
と

正ま
さ

己み

先
生

q
山
口
県
　
w
徳
島
文
理
大
学
大
学
院

人
間
生
活
学
研
究
科（
修
）
t
情
報
セ

ン
タ
ー
事
務
職
員

●
佐さ

藤と
う

隆
秋
た
か
あ
き

先
生

q
徳
島
県
　
w
大
阪
経
済
大
学
経
済
学

部
　
r
㈱
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
　
t
学

生
支
援
ユ
ニ
ッ
ト
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト

グ
ル
ー
プ
主
幹

●
た
か⁄
月つ
き

明
香
さ
や
か

先
生

q
愛
媛
県
　
w
徳
島
文
理
大
学
文
学
部
　

t
総
務
ユ
ニ
ッ
ト
庶
務
･
渉
外
グ
ル
ー

プ
事
務
職
員

●
半は

ん

田だ

加
奈
か

な

先
生

q
徳
島
県
　
w
徳
島
文
理
大
学
工
学
部

t
教
育
･
研
究
支
援
グ
ル
ー
プ
事
務
職

員

a
a
a
a
a
a
a
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日
本
学
術
振
興
会
は
、
科
学

研
究
費
で
得
ら
れ
た
研
究
成
果

を
大
学
が
社
会
に
還
元
す
る
事

業
と
し
て
「
ひ
ら
め
き
☆
と
き

め
き
サ
イ
エ
ン
ス
―
よ
う
こ
そ

大
学
の
研
究
室
へ
」
を
実
施
し

て
い
る
。
こ
れ
は
、
大
学
の
最

先
端
の
研
究
成
果
を
小
学
生
、

中
学
生
、
高
校
生
が
体
験
す
る

こ
と
で
、
科
学
の
意
義
や
、
科

学
と
日
常
生
活
と
の
関
わ
り
の

理
解
を
図
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ

る
。
平
成
20
年
度
の
企
画
と
し

こ
れ
ま
で
に
杣
研
究
室
（
人

間
生
活
学
部
）
で
は
産
官
学
連

携
研
究
組
織
と
し
て
「
自
然
免

疫
賦
活
技
術
研
究
会
」
活
動
を

進
め
、
安
心
・
安
全
に
健
康
を

維
持
す
る
と
と
も
に
自
然
治
癒

力
を
高
め
る
素
材
の
研
究
開
発

と
こ
の
素
材
を
配
合
し
た
食
品

の
開
発
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

研
究
室
で
は
自
然
免
疫
応
用

技
研
譁（
本
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
）

を
立
ち
上
げ
、
徳
島
県
の
野
田

ハ
ニ
ー
食
品
工
業
譁
と
共
同
で
、

体
内
の
免
疫
力
を
高
め
る
作
用

を
も
つ
小

麦
発
酵
抽

出
物
（
天

然
の
糖
脂

質
）
入
り

の
飲
料
、

「
す
だ
ち

バ
ー
モ
ン

ト
　
ソ
マ

シ
ー
」
を

コ
ケ
類
は
３
億
５
０
０
０
年

前
に
陸
上
に
姿
を
あ
ら
わ
し
、

当
時
の
形
態
を
維
持
し
た
ま
ま

海
を
除
く
全
地
球
上
に
棲
息

し
、
現
在
ま
で
蘚
類
、
苔
類
お

よ
び
ツ
ノ
ゴ
ケ
を
あ
わ
せ
て
２

４
、
０
０
０
種
が
知
ら
れ
て
い

る
。
食
用
あ
る
い
は
薬
用
に
供

さ
れ
な
か
っ
た
コ
ケ
類
か
ら
抗

菌
、
抗
黴
、
ア
レ
ル
ギ
ー
誘
発
、

筋
弛
緩
、
抗
Ｈ
Ｉ
Ｖ
活
性
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
生
理
活
性
物
質
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
。
な
か
で

も
１
号
館
裏
に
生
え
て
い
る
ジ

ン
ガ
サ
ゴ
ケ
か
ら
リ
カ
ル
デ
イ

ン
Ｃ
と
い
う
抗
肥
満
活
性
化
合

物
を
発
見
し
、
特
許
を
得
る
こ

と
が
で
き
た
。
コ
ケ
類
は
固
体

は
小
さ
い
が
医
薬
学
的
に
と
て

も
重
要
な
資
源
で
あ
る
。

一
方
コ
ケ
類
の
う
ち
特
に
ゼ

ニ
ゴ
ケ
の
よ
う
な
苔
類
の
化
学

成
分
を
注
意
深
く
整
理
し
て
み

る
と
、
苔
類
の
各
属
に
は
特
有

の
化
学
成
分
が
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
化
学
成
分
を
用
い

て
苔
類
の
分
類
が
で
き
る
こ
と

が
わ
か
っ
て
き
た
。
事
実
、
フ

タ
マ
タ
ゴ
ケ
目
と
ウ
ロ
コ
ゴ
ケ

目
が
同
一
祖
先
か
ら
進
化
し
た

こ
と
を
化
学
的
に
証
明
し
た

が
、
植
物
学
者
が
随
分
後
に
な

っ
て
同
じ
説
を
細
胞
学
的
観
点

か
ら
提
唱
し
た
。
植
物
は
外
観

的
特
徴
か
ら
分
類
す
る
形
態
学

分
野
で
藻
類
か
ら
コ
ケ
類
、
シ

ダ
類
、
高
等
植
物
へ
と
順
次
進

化
分
化
し
た
と
さ
れ
て
る
。
数

年
前
に
コ
ヤ
コ
ケ
シ
ノ
ブ
な
ど

の
数
種
の
シ
ダ
類
か
ら
苔
類
に

し
か
見
つ
か
ら
な
い
と
さ
れ
て

い
た
、
辛
味
を
有
す
る
テ
ル
ペ

ノ
イ
ド
や
環
状
ビ
ス
ビ
ベ
ン
ジ

ル
な
ど
が
発
見
さ
れ
、
あ
る
種

健
康
科
学
研
究
所
兼
人
間
生

活
学
部
津
下
教
授
、
薬
学
部
永

浜
准
教
授
、
櫻
井
教
授
等
の
論

文
が
米
国
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
紀

要
（
Ｐ
Ｎ
Ａ
Ｓ
）
の
５
月
19
日

豺
電
子
版
で
掲
載
さ
れ
た
。
さ

ら
に
特
に
興
味
深
いtopic

だ

け
が
選
ば
れ
る

T
h
is
W
eek

in
P
N
A
S

で
紹
介
さ
れ
た
。

C
lostrid

iu
m
p
erfrin

g
en
s

iota

毒
素
（
Ｉ
ａ
）
は
ア
ク
チ

ン
（
ヒ
ト
細
胞
内
で
重
要
な
働

き
を
担
う
骨
格
タ
ン
パ
ク
質
）

を
標
的
に
Ａ
Ｄ
Ｐ
リ
ボ
シ
ル
化

す
る
毒
素
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ら
う
。
文
学
部
で
は
お
寺
の
貴

重
な
資
料
の
調
査
に
参
加
す

る
。
な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ

開
発
し
て
新
発
売
し
た
。

「
す
だ
ち
バ
ー
モ
ン
ト
　
ソ

マ
シ
ー
」
は
本
学
と
野
田
ハ
ニ

ー
食
品
工
業
譁
が
共
同
開
発
し

て
市
場
化
に
成
功
し
た
第
１
号

の
製
品
に
な
っ
た
。

本
学
で
は
、
こ
れ
ま
で
積
極

的
に
産
学
連
携
研
究
を
推
進
す

る
こ
と
で
地
域
活
性
化
に
貢
献

す
る
こ
と
を
大
き
な
目
標
と
し

て
き
た
。
研
究
成
果
を
事
業
化

に
結
び
付
け
る
こ
と
は
簡
単
で

は
な
い
が
、
今
回
の
製
品
化
は

目
標
に
一
歩
近
づ
く
成
果
と
し

て
産
・
官
か
ら
の
注
目
が
集
ま

っ
て
い
る
。
ま
た
、「
す
だ
ち

バ
ー
モ
ン
ト
　
ソ
マ
シ
ー
」
の

開
発
は
経
済
産
業
省
・
農
林
水

産
省
の
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

あ
る
新
連
携
事
業
の
認
定
を
受

け
て
行
わ
れ
た
こ
と
も
特
筆
さ

れ
る
。

今
後
も
同
研
究
室
で
は
、

「
自
然
免
疫
の
活
性
化
」
に
着

目
し
た
研
究
を
す
す
め
る
と
と

も
に
、
地
域
に
密
着
し
た
産
業

の
活
性
化
、
さ
ら
な
る
地
域
貢

献
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

グ
ラ
ム
が
終
了
し
た
時
点
で
、

「
未
来
博
士
号
」（
文
学
部
は「
未

来
学
芸
員
」）
が
参
加
者
一
人

一
人
に
授
与
さ
れ
る
。
具
体
的

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
は
、
日

本
学
術
振
興
会
の
「
ひ
ら
め
き

☆
と
き
め
き
サ
イ
エ
ン
ス
―
よ

う
こ
そ
大
学
の
研
究
室
へ
」
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w
.

jsp
s.g
o.jp
/h
iram

ek
i/in
d
ex
.

h
tm
l

）
で
全
国
に
公
開
さ
れ
、

中
学
生
お
よ
び
高
校
生
の
参
加

を
募
集
す
る
。
本
学
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
応
募
で
き
る
。

平
成
20
年
度
は
、
全
国
で
93

大
学
１
６
３
件
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
採
択
さ
れ
、
中
四
国
で
は
、

o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o

p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p

の
コ
ケ
類
か
ら
シ
ダ
に
進
化
し

た
こ
と
を
化
学
的
に
証
明
し

た
。
苔
類
の
う
ち
特
に
フ
タ
マ

タ
ゴ
ケ
類
は
海
藻
に
形
態
が
類

似
し
、
そ
れ
ら
を
乾
燥
さ
せ
る

と
、
直
ち
に
磯
や
海
苔
の
香
り

が
立
ち
込
め
る
。
化
学
分
析
の

結
果
、
ま
さ
に
こ
の
香
り
は
海

藻
に
含
ま
れ
る
ジ
メ
チ
ル
ス
ル

フ
ィ
ド
と
い
う
化
合
物
で
あ
っ

た
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
苔
類

は
海
藻
か
ら
進
化
し
た
の
で
は

と
推
定
し
た
が
、
最
近
文
部
科

学
省
オ
ー
プ
ン
リ
サ
ー
チ
博
士

研
究
員
、
ア
グ
ネ
シ
ュ
カ
・
ル

ド
ビ
ク
チ
ョ
ク
さ
ん
が
ギ
リ
シ

ャ
の
ク
レ
タ
島
産
ウ
ロ
コ
ゼ
ニ

ゴ
ケ
か
ら
ア
ミ
ジ
グ
サ
と
い
う

褐
藻
類
特
有
の
ジ
オ
ク
テ
ン
、

ム
ル
チ
フ
ィ
デ
ン
、
ジ
ク
チ
オ

プ
テ
レ
ン
の
三
種
の
性
フ
ェ
ロ

モ
ン
を
発
見
、
さ
ら
に
同
じ
成

る
。
こ
の
Ａ
Ｄ
Ｐ
リ
ボ
シ
ル
化

に
よ
り
ア
ク
チ
ン
の
正
常
な
働

き
が
阻
害
さ
れ
る
。
今
ま
で
に

毒
素
の
構
造
は
Ｘ
線
結
晶
構
造

解
析
に
よ
り
わ
か
っ
て
い
た

が
、
そ
の
機
能
に
つ
い
て
の
詳

細
は
基
質
タ
ン
パ
ク
質
と
の
複

合
体
の
構
造
が
得
ら
れ
て
い
な

い
た
め
に
不
明
で
あ
っ
た
。
今

回
の
研
究
に
よ
り
、
ｉ
ｏ
ｔ
ａ

毒
素
の
Ａ
Ｄ
Ｐ
リ
ボ
シ
ル
化
ユ

ニ
ッ
ト
で
あ
る
Ｉ
ａ
と
ア
ク
チ

ン
お
よ
び
非
水
解
性
の
β
Ｔ
Ａ

Ｄ
と
の
複
合
体
の
結
晶
を
用
い

て
、
そ
の
複
合
体
構
造
を
Ｘ
線

結
晶
構
造
解
析
に
よ
り
明
ら
か

に
し
た
。
こ
の
結
果
、
毒
素
と

ア
ク
チ
ン
の
認
識
機
構
お
よ
び

そ
の
特
異
的
Ａ
Ｄ
Ｐ
リ
ボ
シ
ル

化
機
構
が
解
明
さ
れ
た
。
ま
た

サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
は
そ
の
感
染
に

必
要
な
ア
ク
チ
ン
特
異
的
Ａ
Ｄ

Ｐ
リ
ボ
シ
ル
化
毒
素
Ｓ
ｐ
ｖ
Ｂ

を
持
つ
。
Ｉ
ａ
―

ア
ク
チ
ン
複

合
体
か
ら
Ｓ
ｐ
ｖ
Ｂ
―

ア
ク
チ

ン
の
複
合
体
構
造
の
モ
デ
ル
を

つ
く
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ

た
。
こ
れ
に
よ
り
Ｓ
ｐ
ｖ
Ｂ
の

ア
ク
チ
ン
認
識
機
構
が
推
定
さ

れ
、
阻
害
剤
の
開
発
に
重
要
な

知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

抗
生
物
質
耐
性
の
サ
ル
モ
ネ
ラ

菌
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
今
新

た
な
抗
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
薬
開
発

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
本
研
究

は
徳
島
文
理
大
学
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
な
研
究
で
あ
り
、
Ｐ
Ｎ
Ａ
Ｓ

レ
ビ
ュ
ワ
ー
に
よ
り
、「
Ａ
Ｄ

Ｐ
リ
ボ
シ
ル
化
毒
素
研
究
の
マ

イ
ル
ス
ト
ー
ン
に
な
る
」
と
の

評
価
を
得
た
。

本
学
で
は
、
高
度
な
教
育
と

研
究
を
推
進
し
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク

な
大
学
を
め
ざ
す
た
め
の
教
育

研
究
活
動
が
盛
ん
で
あ
る
。

（
本
学
の
教
育
力
と
研
究
力
は

文
部
科
学
省
・
日
本
学
術
振
興

会
の
科
学
研
究
補
助
金
の
配
分

額
に
お
い
て
私
立
大
学
５
８
２

校
中
50
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い

る
。）
そ
の
研
究
成
果
を
教
職

員
が
共
有
す
る
た
め
、
７
月
17

日
貅
に
徳
島
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お

い
て
、
教
育
・
研
究
支
援
グ
ル

ー
プ
主
催
に
よ
る
第
１
回
全
学

研
究
発
表
会
が
真
剣
に
し
か
も

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
、
延

べ
１
３
０
人
の
本
学
研
究
者
の

参
加
を
得
て
開
催
さ
れ
た
。

そ
の
内
容
と
し
て
は
、「
特
色

あ
る
教
育
・
研
究
」
並
び
に
「
共

同
研
究
」を
取
り
上
げ
、平
成
19

年
度
に
終
了
し
た
研
究
に
つ
い

て
は
口
頭
発
表
を
、
年
度
を
ま

た
ぎ
継
続
中
の
研
究
お
よ
び
平

成
20
年
度
に
採
択
さ
れ
た
研
究

に
つ
い
て
は
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ

ョ
ン
方
式
で
の
発
表
と
し
た
。

「
エ
コ
オ
フ
ィ
ス
と
く
し

ま
・
県
率
先
行
動
計
画
」
に
基

づ
き
、
公
共
施
設
の
グ
リ
ー
ン

化
を
実
現
す
る
た
め
、
県
立
施

設
と
し
て
初
め
て
、
フ
レ
ア
と

く
し
ま
の
事
務
所
エ
リ
ア
を
ゴ

ー
ヤ
等
の
蔓
植
物
に
よ
る
緑
の

カ
ー
テ
ン
で
覆
い
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
使
用
量
抑
制
を
図
る
取
り

組
み
を
実
施
し
て
い
る
。

こ
の
研
究
は
、
こ
の
壁
面
緑

化
に
よ
る
効
果
を
科
学
的
に
分

ま
た
、
こ
の
機
会
を
と
ら
え

学
部
を
超
え
て
研
究
者
間
の
懇

談
や
学
長
と
語
る
若
手
研
究
者

の
集
い
等
も
行
わ
れ
た
。
発
表

者
は
次
の
通
り
。

《
口
頭
発
表
者
》

24
号
館
３
０
１
教
室

座
長
＝
福
山
　
愛
保（
薬
学
部
）

共
・
齋
藤
　
義
紀（
薬
学
部
）

共
・
永
浜
　
政
博（
薬
学
部
）

共
・
葛
原
　
　
隆
（
薬
学
部
）

座
長
＝
伊
藤
　
康
一

（
香
川
薬
学
部
）

特
・
山
口
健
太
郎

（
香
川
薬
学
部
）

特
・
東
屋
　
　
功

（
香
川
薬
学
部
）

共
・
得
丸
　
博
史

（
香
川
薬
学
部
）

共
・
富
永
　
昌
英

（
香
川
薬
学
部
）

《
口
頭
発
表
者
》

24
号
館
３
０
２
教
室

座
長
＝
藤
岡
　
克
則

（
短
期
大
学
部
）

特
・
篠
原
　
靖
典

（
人
間
生
活
学
部
）

分
が
タ
ヒ
チ
産
の
ア
イ
バ
ゴ
ケ

に
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
証

明
し
た
。
こ
の
発
見
は
あ
る
種

の
藻
類
が
苔
類
に
進

化
し
た
と
す
る
決
定

的
な
科
学
的
証
拠
を

得
た
も
の
で
あ
り
、

米
国
の
天
然
物
化
学

雑
誌
に
掲
載
さ
れ
、

植
物
分
類
学
者
か
ら

も
極
め
て
高
く
評
価

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
コ

ケ
類
の
化
学
成
分
分

析
中
に
思
わ
ぬ
成
果

を
あ
げ
る
こ
と
が
で

き
た
の
は
、
長
年
蓄

積
し
て
き
た
化
合
物

を
研
究
室
の
教
員
、

析
し
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
果

や
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
を
算

定
し
、
壁
面
緑

化
の
経
済
的
な

効
果
を
実
証
す

る
。
ま
た
、
自

然
環
境
を
利
用

し
た
Ｅ
Ｃ
Ｏ
な

生
活
を
、
身
近

な
も
の
と
し
て

普
及
啓
発
す
る

こ
と
が
目
的
で

共
・
岡
山
千
賀
子

（
人
間
生
活
学
部
）

共
・
濱
田
　
　
宣（
文
学
部
）

特
・
濱
田
　
　
宣（
文
学
部
）

座
長
＝
文
谷
　
政
憲（
工
学
部
）

共
・
佐
藤
　
一
石（
工
学
部
）

共
・
文
谷
　
政
憲（
工
学
部
）

《
ポ
ス
タ
ー
発
表
者
》

特
・
牧
尾
　
　
裕（徳

図
書
館
）

特
・
川
村
　
恭
平

（
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）

特
・
橋
本
　
敏
弘（
薬
学
部
）

特
・
三
浦
　
秀
松

（
総
合
政
策
学
部
）

共
・
吾
郷
万
里
子（
工
学
部
）

共
・
篠
田
　
　
裕（
文
学
部
）

共
・
福
石
　
信
之（
薬
学
部
）

特
・
松
村
　
豊
大

（
総
合
政
策
学
部
）

特
・
山
城
　
新
吾

（
人
間
生
活
学
部
）

特
・
古
本
奈
奈
代

（
人
間
生
活
学
部
）

共
・
梅
原
　
麻
子

（
人
間
生
活
学
部
）

共
・
山
本
　
博
文（
薬
学
部
）

共
・
宮
澤
　
　
宏

（
香
川
薬
学
部
）

共
・
伊
藤
　
康
一

（
香
川
薬
学
部
）

共
・
桝
　
飛
雄
真

（
香
川
薬
学
部
）

共
・
片
桐
　
幸
輔

（
香
川
薬
学
部
）

共
・
石
原
　
康
宏

（
香
川
薬
学
部
）

※
特
は
「
特
色
あ
る
教
育
・

研
究
」、
共
は
「
共
同
研
究
」

の
略

p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p

j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j

学
生
、
院
生
、
博
士
研
究
員
た

ち
が
注
意
深
く
観
察
し
て
き
た

賜
物
で
あ
る
。

広
島
大
学
、
岡
山
大
学
、
山
口

大
学
、
愛
媛
大
学
な
ど
、
11
大

学
の
18
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
採
択
さ

れ
て
い
る
。
本
学
の
様
に
、
４

つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
採
択
さ
れ

た
例
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
画
期

的
な
こ
と
で
あ
る
。
本
学
は
、

全
国
５
０
８
の
私
立
大
学
の
中

で
科
研
費
の
獲
得
額
が
45
位

（
平
成
19
年
度
）
で
あ
り
、
中

四
国
の
私
立
大
学
の
中
で
は
最

も
科
研
費
の
獲
得
額
が
大
き
な

大
学
。
地
域
の
高
校
生
・
中
学

生
に
、
本
学
の
研
究
レ
ベ
ル
の

高
さ
を
体
験
し
て
も
ら
う
絶
好

の
機
会
と
な
る
も
の
と
期
待
さ

れ
る
。

て
、
本
学
か
ら
は
次
の
４
つ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
採
択
さ
れ
、
実

施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

薬
学
部
で
は
、
コ
ケ
か
ら
マ

ツ
タ
ケ
の
香
り
を
抽
出
し
た

り
、
マ
ツ
タ
ケ
の
香
り
を
合
成

し
た
り
す
る
。
人
間
生
活
学
部

で
は
、
話
題
の
メ
タ
ボ
の
科
学

的
に
理
解
を
図
る
た
め
に
、
運

動
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
な

ど
を
実
際
に
測
っ
て
み
る
。
香

川
薬
学
部
で
は
、
神
経
細
胞
が

動
く
様
子
等
の
観
察
を
し
て
も

あ
る
。

現
在
、
休
館
日
の
火
曜
日
と

開
館
日
と
の
比
較
を
中
心
に
ガ

ラ
ス
の
表
面
放
射
温
度
を
６
点

と
室
内
温
度
、
湿
度
、
風
速
等

を
測
定
し
、
緑
化
表
面
と
日
射

が
直
接
当
た
る
ガ
ラ
ス
表
面
の

温
度
比
較
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
角

度
か
ら
の
検
証
を
行
っ
て
い
る
。

櫻井純教授津下英明教授

ポスター発表＝25号館（メディアセンター）６Ｆ

日　程 テ　ー　マ 学　部

７月27日豸
香りの七変化

薬 学 部
―香りを作り分けよう、調べよう―

８月２日貍
科学の目で健康チェック

人間生活学部
―栄養、運動、健康―

10月19日豸
よ～く見てみよう！

香川薬学部
脳と神経のかたちとはたらき

お寺の文化財を調査研究しよう
８月20日貉 〈広島県尾道市・西國寺にて〉 文 学 部

―未来の博物館学芸員を目指して―



第 55 号 徳　島　文　理　大　学　通　信 平成20年８月１日　　（ 4 ）

大
学
に
と
っ
て
教
育
研
究
、

社
会
貢
献
が
重
要
な
使
命
で
あ

る
。
香
川
薬
学
部
で
は
高
等
学

校
と
の
「
高
大
連
携
」
を
進
め

て
い
る
。
そ
の
一
つ
に
出
張
講

義
が
あ
る
。
昨
年
度
は
、
香
川

薬
学
部
と
し
て
15
件
の
出
張
講

義
を
行
っ
た
。

ま
た
最
近
、
力
を
入
れ
て
い

る
も
の
に
「
体
験
実
習
」
が
あ

る
。
香
川
薬
学
部
、
な
ら
び
に

神
経
科
学
研
究
所
で
は
、
高
校

か
ら
の
要
望
に
応
え
て
、
い
ろ

い
ろ
な
体
験
実
習
の
コ
ー
ス
を

用
意
し
て
い
る
。
特
に
、
高
校

生
を
香
川
キ
ャ
ン
パ
ス
に
招
待

し
、
高
校
で
は
使
う
こ
と
が
で

き
な
い
最
新
の
設
備
を
使
っ
て

の
体
験
実
習
を
推
進
し
て
い

る
。参
加
し
た
高
校
生
た
ち
は
、

生
物
学
や
化
学
の
面
白
さ
を
味

わ
っ
て
い
る
。
こ
の
実
習
は
昨

年
度
、
全
国
の
高
校
教
員
の
研

修
に
も
利
用
さ
れ
た
。

６
月
12
日
貅
、
香
川
県
立
三

本
松
高
校
に
て
「
出
張
授
業
」

が
行
わ
れ
た
。
三
本
松
高
校
は

ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス

ク
ー
ル
に
選
ば
れ
て
お
り
、
理

数
科
２
年
生
34
人
に
対
し
て

「
サ
イ
エ
ン
ス
モ
ジ
ュ
ー
ル：

貝
」
に
つ
い
て
体
験
実
習
を
行

っ
た
。

高
校
か
ら
は
、
英
語
を
母
国

語
と
す
る
研
究
者
に
よ
る
授
業

と
実
習
を
行
っ
て
ほ
し
い
と
の

要
望
が
あ
っ
た
。
海
外
の
研
究

者
に
よ
る
指
導
を
受
け
る
こ
と

に
よ
り
、
国
際
的
な
視
野
の
育

成
を
図
る
こ
と
も
目
的
の
一
つ

で
あ
る
の
で
、
香
川
薬
学
部
は

外
国
人
講
師
を
招
へ
い
し
、
授

業
と
実
習
を
行

い
、
本
学
の
教
員

が
通
訳
と
ア
シ
ス

タ
ン
ト
を
勤
め
た

（
写
真
参
照
）。

香
川
薬
学
部
で

は
「
社
会
に
開
か

れ
た
大
学
」
と
し

て
、
こ
う
し
た
出

張
講
義
を
高
校
や

中
学
校
な
ど
に
行

っ
て
い
る
。ま
た
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
保
護
者
の

研
修
会
に
も
招
へ

い
さ
れ
て
い
る
。

薬
学
部
で
は
以
前
よ
り
「
体

験
入
学
」
と
称
し
て
、
高
校
生

を
募
集
し
て
大
学
に
招
き
、

「
講
義
」
と
「
実
験
」
を
体
験

す
る
行
事
を
行
っ
て
き
た
。

「
体
験
入
学
」
は
朝
か
ら
夕
方

ま
で
行
わ
れ
る
た
め
、
遠
方
か

ら
の
参
加
が
難
し
い
こ
と
や
、

近
年
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が

盛
ん
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

昨
年
か
ら
は
高
校
の
１
ク
ラ
ス

を
一
挙
に
引
き
受
け
、
大
学
で

「
講
義
」
と
「
実
験
」
を
体
験

す
る
会
を
開
始
し
た
。

こ
の
会
は
高
校
の
課
外
授
業

の
一
環
と
し
て
行
う
た
め
、
平

日
の
午
後
に
３
〜
４
時
間
を
か

け
て
行
わ
れ
る
。
若
干
時
間
が

少
な
い
も
の
の
、
プ
ラ
ン
を
効

率
的
に
運
用
す
る
こ
と
で
満
足

さ
れ
る
結
果
を

生
ん
で
い
る
。

こ
れ
ま
で
数
校

が
参
加
し
た

が
、
生
徒
か
ら

は
「
指
導
し
て

く
れ
た
先
生
や

院
生
が
優
し
く

親
切
」、「
き
れ

い
な
大
学
」
、

「
施
設
が
素
晴

ら
し
い
」
と
い

っ
た
感
想
が
多

数
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。

今
年
は
独
立

行
政
法
人
科
学

技
術
振
興
機
構

主
催
の
サ
イ
エ

ン
ス
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に

応
募
し
た
２
件
が
採
用
さ
れ

「
講
座
型
学
習
活
動
」
と
し
て

実
施
し
た
。
こ
の
う
ち
１
件
は

中
学
と
の
連
携
で
あ
り
、「
パ

ラ
サ
イ
ト
と
の
戦
い
―
い
か
に

し
て
身
体
は
防
御
す
る
か
―
」

（
微
生
物
学
・
機
能
形
態
学
教

室
担
当
）と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、

高
校
生
に
は
、「
体
の
中
か
ら

メ
タ
ル
を
探
せ
―
毛
髪
、
尿
に

あ
る
微
量
の
金
属
を
調
べ
よ
う

―
」
（
衛
生
化
学
教
室
担
当
）

と
い
う
テ
ー
マ
で
実
施
し
た
。

さ
ら
に
今
年
の
ニ
ュ
ー
ス
は

独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興

会
の
募
集
す
る
「
ひ
ら
め
き
☆

と
き
め
き
サ
イ
エ
ン
ス
―
よ
う

こ
そ
大
学
の
研
究
室
へ
―
Ｋ
Ａ

Ｋ
Ｅ
Ｎ
Ｈ
Ｉ
研
究
成
果
の
社
会

還
元
・
普
及
事
業
」
と
い
う
事

業
に
採
択
さ
れ
、「
香
り
の
七

変
化
―
香
り
を
作
り
分
け
よ

う
、
調
べ
よ
う
―
」（
薬
化
学

教
室
・
生
薬
研
究
所
担
当
）
と

い
う
テ
ー
マ
で
体
験
入
学
が
行

わ
れ
る
（
関
連
記
事
３
面
）
。

こ
れ
ら
の
企
画
は
、
い
ず
れ
も

本
学
や
学
部
の
内
容
の
周
知
を

図
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ

り
、
教
員
や
院
生
・
学
生
ら
と

ふ
れ
合
う
こ
と
の
で
き
る
良
い

機
会
で
あ
る
。
高
校
生
の
皆
さ

ん
に
は
ぜ
ひ
参
加
・
体
験
し
、

大
学
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め

て
ほ
し
い
。

５
月
５
日
豺
-
、
高
松
市

丸
亀
商
店
街
の
『
高
松
丸
亀

町
壱
番
街
コ
ド
モ
マ
ル
シ

ェ
』
に
香
川
キ
ャ
ン
パ
ス
の

教
員
ら
が
参
加
し
た
。
こ
の

イ
ベ
ン
ト
は
、
科
学
・
食
・

ア
ー
ト
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ジ

ャ
ン
ル
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

た
ち
が
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

行
う
も
の
で
、
企
画
者
は
高

松
丸
亀
町
ま
ち
づ

く
り
株
式
会
社
に

勤
め
る
本
学
文
学

部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
科
卒
業

生
の
槲
田
修
士
さ

ん
。
子
ど
も
た
ち

の
あ
こ
が
れ
の
職

業
に
就
い
た
大
人
た
ち
と
直
接

ふ
れ
あ
う
こ
と
に
よ
り
、
子
ど

も
の
夢
を
大
き
く
ふ
く
ら
ま
せ

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ

た
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中

の
５
日
・
６
日
の
２
日
間
で
２

万
人
の
来
場
者
が
あ
っ
た
。

香
川
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
、
工

学
部
「
望
遠
鏡
作
り：

森
本
滋

郎
講
師
・
山
西
康
弘
講
師
」

「
星
型
月
型
パ
ン
づ
く
り：

田

渕
敏
明
教
授
・
水
野
貴
之
講

師
」「
紅
茶
コ
ー
ヒ
ー
テ
イ
ス

テ
ィ
ン
グ：

落
合
政
宏
教
授
」、

文
学
部
「
パ
ネ
ル
展
示：

中
条

義
輝
教
授
・
大
久
保
徹
也
教

授
」、
香
川
薬
学
部
「
薬
学
部

実
験
台
『
ぼ
く
も
科
学
者
だ

ぁ
！
』：

伊
藤
悦
朗
教
授
・
伊

藤
文
博
助
教
・
川
幡
正
俊
助

教
」
の
ほ
か
、
学
生
も
補
助
員

と
し
て
参
加
し
た
。
参
加
教
員

か
ら
の
「
子
ど
も
た
ち
だ
け
で

な
く
保
護
者
の
方
に
も
興
味
を

持
っ
て
参
加
し
て
い
た
だ
け
た

こ
と
が
う
れ
し
い
」、「
近
年
、

理
科
離
れ
が
懸
念
さ
れ
る
中
、

多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
楽
し
ん

で
も
ら
え
、
一
人
ひ
と
り
の

真
剣
な
瞳
に
感
動
し
ま
し

た
」
な
ど
の
コ
メ
ン
ト
に
み

ら
れ
る
よ
う
に
有
意
義
な
活

動
と
な
っ
た
。
今
後
も
い
ろ

い
ろ
な
形
で
地
域
に
貢
献
し

て
い
き
た
い
。

短
期
大
学
部
で
は
、
今
年
度

も
社
会
人
を
対
象
と
し
た
「
地

域
活
性
化
の
た
め
の
『
デ
ザ
イ

ン
』
ス
キ
ル
向
上
に
よ
る
キ
ャ

リ
ア
・
リ
ス
タ
ー
ト
」
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、「
デ
ザ
イ
ン
」

と
い
う
視
点
に
立
っ
て
ビ
ジ
ネ

ス
を
見
る
こ
と
が
、
社
会
人
の

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る

と
い
う
考
え
か
ら
開
催
し
て
い

る
。
生
活
科
学
科
生
活
科
学
専

攻
の
和
久
正
明
学
科
長
を
中
心

に
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
い
う
視
点
か

ら
商
科
の
教
員
、
教
育
と
い
う

視
点
か
ら
保
育
科
の
教
員
も
協

力
し
、
短
期
大
学
部
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
。
昨
年
度
は
、

日
本
私
立
学
校
共
済
・
振
興
事

業
団
の
「
新
規
学
習
ニ
ー
ズ
対

応
プ
ロ
グ
ラ
ム
支
援
経
費
」
の

補
助
を
受
け
て
実
施
し
、
今
年

度
も
補
助
を
申
請
中
で
あ
る
。

内
容
は
「
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ

ン
講
座
」
と
「
も
の
づ
く
り
デ

ザ
イ
ン
講
座
」
の
２
つ
に
分
か

れ
る
。「
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ
ン

講
座
」
で
は
、
５
月
17
日
貍
に

実
施
し
た
「
人
間
工
学
が
愛
さ

れ
る
商
品
設
計
を
支
え
る
」
を

皮
切
り
に
、「
思
わ
ず
入
り
た

く
、
買
い
た
く
な
る
店
舗
デ
ザ

イ
ン
」（
６
月
28
日
貍
）、「
デ

ザ
イ
ン
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で
伸

び
る
中
小
企
業
」（
７
月
19
日

貍
）
を
実
施
し
た
。
夏
休
み
中

に
も
「
売
れ
る
商
品
開
発
の
秘

訣
」（
８
月
３
日
豸
）、「
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
構
築
が
強
い
企
業

を
創
る
」（
８
月
30
日
貍
）
を

開
講
す
る
。
い
ず
れ
も
、
実
際

の
ビ
ジ
ネ
ス
経
験
の
あ
る
講
師

が
講
義
に
あ
た
る
。

「
も
の
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
講

座
」
は
、「
わ
た
し
の
椅
子
づ

く
り
」、「
わ
た
し
の
七
宝
ア
ー

ト
」、「
わ
た
し
の
帽
子
づ
く
り
」

の
３
コ
ー
ス
か
ら
な
る
。「
わ

た
し
の
椅
子
づ
く
り
」
で
は
、

人
間
工
学
の
考
え
方
に
基
づ
い

た
椅
子
を
受
講
者
が
デ
ザ
イ
ン

し
、
５
分
の
１
の
モ
デ
ル
を
作

成
し
た
り
、
原
寸
図
面
を
作
成

し
た
り
し
て
い
る
。
受
講
者
は

自
分
の
体
型
に
合
わ
せ
、
座
り

心
地
を
重
視
し
た
椅
子
の
デ
ザ

イ
ン
の
仕
方
を
学
ぶ
。「
わ
た

し
の
七
宝
ア
ー
ト
」
で
は
、
銅

版
に
釉
薬
を
乗
せ
、
焼
き
上
げ

る
と
い
う
七
宝
の
技
法
に
加

え
、
土
台
と
な
る
銅
版
に
線
を

彫
り
込
ん
だ
り
、
模
様
を
打
ち

出
し
た
り
す
る
彫
金
の
技
法
を

用
い
て
作
品
を
制
作
し
て
い

る
。「
わ
た
し
の
帽
子
づ
く
り
」

で
は
、
シ
ン
プ
ル
な
帽
子
だ
け

で
な
く
、
キ
ャ
ス
ケ
ッ
ト
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
形
の
帽
子
や
、
テ

ー
プ
素
材
な
ど
素
材
を
変
え
て

帽
子
を
制
作
し
て
い
る
。
各
講

座
の
成
果
と
し
て
、「
わ
た
し

の
椅
子
づ
く
り
」
は
、
昨
年
度

の
受
講
生
が
制
作
し
た
作
品
を

８
月
５
日
貂
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
で
一
部
展
示
す
る
。
さ

ら
に
、
８
月
16
日
貍
か
ら
８
月

26
日
貂
ま
で
、
東
京
・
新
宿
で

開
催
さ
れ
る
「
第
10
回
椅
子
塾

展
　
３
０
０C

h
airs

」
に
も
、

受
講
者
の
椅
子
を
出
品
す
る
。

そ
の
ほ
か
、「
わ
た
し
の
七
宝

ア
ー
ト
」
や
「
わ
た
し
の
帽
子

づ
く
り
」
に
つ
い
て
は
、
来
年

３
月
に
予
定
し
て
い
る
生
活
科

学
科
生
活
科
学
専
攻
の
卒
業
制

作
展
に
、
作
品
を
展
示
・
公
開

す
る
。

語
学
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
年

新
入
生
対
象
に
英
語
診
断
テ
ス

ト
を
実
施
し
、そ
の
結
果
か
ら
、

語
彙
・
文
法
・
リ
ス
ニ
ン
グ
・

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
総
合
的
な
英

語
能
力
の
「
個
人
カ
ル
テ
」
を

作
成
し
、
語
学
セ
ン
タ
ー
「
語

学
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
に
お
け
る
個

別
指
導
に
役
立
て
て
い
る
。

「
ク
リ
ニ
ッ
ク
」を
訪
れ
た
学

生
に
は
、
個
人
カ
ル
テ
を
参
考

に
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
立

て
る
。
学
生
は
こ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
沿
っ
て
、
自
律
的
な
英
語

学
習
を
行
う
。「
ク
リ
ニ
ッ
ク
」

で
基
礎
的
な
指
導
を
必
要
と
す

る
学
生
の
英
語
力
は
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ

Ｉ
Ｃ
４
７
０
点
未
満
程
度
。

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
レ
ベ
ル
４
７
０

〜
７
３
０
点
の
英
語
力
に
相
当

す
る
学
生
は
、
英
語
教
員
に
よ

る
「C

h
at
M
eetin

g

」
や
、

E
n
g
lish

Z
on
e

を
日
常
的
に

活
用
す
る
。
ま
た
、
そ
の
成
果

を
披
露
す
る
た
め
に
、「
英
語
ス

ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
出
場

す
る
意
欲
的
な
学
生
も
多
い
。

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
８
０
０
点
以
上

の
取
得
を
め
ざ
す
上
級
レ
ベ
ル

の
学
生
の
た
め
に
は
、
文
学
部

の
英
語
演
習
に
お
い
て
、
同
時

通
訳
・
逐
次
通
訳
を
会
得
さ

せ
、
徹
底
的
に
英
語
運
用
能
力

を
鍛
え
る
授
業
を
展
開
し
て
い

る
。こ

の
よ
う
な
語
学
セ
ン
タ
ー

の
学
生
に
対
す
る
英
語
教
育
方

針
を
、
社
会
人
の
キ
ャ
リ
ア
ア

ッ
プ
や
英
語
学
び
直
し
の
た
め

に
拡
大
し
、
ま
た
、
社
会
人
向

け
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
を
改
良

し
た
も
の
が
あ
る
。
文
部
科
学

省
よ
り
平
成
19
年
度
〜
21
年
度

の
３
年
間
委
託
さ
れ
た
「
社
会

人
の
学
び
ニ
ー
ズ
対
応
推
進
プ

ロ
グ
ラ
ム（
社
会
人
Ｇ
Ｐ
）：

コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
教
育
拠
点
構

想
に
お
け
る
実
践
英
語
能
力
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

で
あ
る
。

こ
の
社
会
人
向
け
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
図
の
頂
点

に
相
当
す
る
も
の
が
、『
同
時

通
訳
８
日
間
集
中
講
座
』
で
あ

る
。
こ
の
講
座
は
、
一
日
６
時

間
の
訓
練
を
８
日
間
休
み
な
し

で
続
け
る
こ
と
に
よ
り
、
短
期

間
で
即
戦
力
と
な
る
英
語
運
用

能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
と
、

効
果
の
高
い
実
践
的
な
英
語
教

授
法
の
習
得
が
主
な
目
的
で
あ

る
。
ま
た
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
７
３

０
点
（
英
語
で
業
務
が
こ
な
せ

る
レ
ベ
ル
）
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

し
た
講
座
が
『
社
会
人
Ｔ
Ｏ
Ｅ

Ｉ
Ｃ
集
中
講
座
』
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
５
日
間
の
短
期
集
中
講

座
で
、
最
終
日
に
は
本
学
が
会

場
と
な
る
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
団
体
受

験
を
受
け
、
到
達
度
を
客
観
的

に
測
定
す
る
。

さ
ら
に
、
英
文
法
を
基
礎
か

ら
学
び
直
す
た
め
の
『
ポ
ッ
ド

キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
』
を
利
用
し

た
自
律
型
英
語
学
習
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
、
今
年
度
後
期
よ
り
始
動

す
る
。
社
会

人
に
な
り
、

英
語
に
接
す

る
機
会
が
乏

し
く
、
英
語

を
一
か
ら
や

り
直
す
こ
と

を
希
望
す
る

地
域
社
会
の

声
を
聞
く
機

会
が
多
く
あ

っ
た
。
本
プ

ロ
グ
ラ
ム

は
、
こ
の
よ

う
な
社
会
人
に
あ
っ
た
コ
ン
テ

ン
ツ
を
作
成
、
本
学
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
、
時

間
と
場
所
の
制
約
を
受
け
ず
通

勤
時
間
や
休
憩
時
間
な
ど
の

「
隙
間
」
の
時
間
を
利
用
し
て

学
習
を
す
す
め
る
。
英
語
の
再

入
門
の
機
会
と
な
れ
ば
と
願
っ

て
い
る
。

社
会
人
の
た
め
の
「
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
に
お
け
る
段
階
的
な
英

語
学
習
と
い
う
発
想
と
そ
の
展

開
の
仕
組
み
は
、
語
学
セ
ン
タ

ー
を
立
ち
上
げ
た
際
に
、
本
学

学
生
の
た
め
の
ベ
ス
ト
な
英
語

教
育
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し

た
こ
と
を
ベ
ー
ス
に
、
社
会
人

向
け
に
応
用
し
た
も
の
で
あ

る
。そ
の
こ
と
が
評
価
さ
れ
、今

回
の
委
託
事
業
に
採
択
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

本
学
学
生
、
卒
業
生
、
そ
し
て

地
域
住
民
の
皆
さ
ま
に
優
れ
た

英
語
教
育
を
受
け
て
い
た
だ
き

た
い
と
い
う
こ
と
が
本
学
英
語

教
員
の
切
な
る
願
い
で
あ
る
。
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語学センターにおける 

英語クリニック 

VGET（Vocabulary Grammar Evaluation Test） 

LRET（Listening Reading Evaluation Test） 

によるスコアからの診断 

TOEIC講座による授業 

ならびに 

TOEICの団体受験 

プロフェッショナル 

英語講座 

英検準１級レベル 
TOEIC730点 
に相当 

英検２級レベル 
TOEIC470点 
に相当 

u
u
u
u
u
u
u
u
u
u

７
月
15
日
貂
、
香
川
県
立
三

本
松
高
校
に
お
い
て
桐
野
学
長

に
よ
る
進
路
講
演
会
が
行
わ
れ

た
。
全
校
生
徒
・
保
護
者
・
教

員
含
め
６
０
０
人
ほ
ど
の
参
加

者
を
前
に
、「
大
学
で
学
ぶ
意

義
」
と
題
し
て
５
つ
の
コ
ン
テ

ン
ツ
に
つ
い
て
講
演
し
た
。
内

容
は
、
盧
現
代
の
邪
悪
／
知
識

基
盤
社
会
、
盪
大
学
と
は
、
蘯

教
養
と
は
、
盻
徳
島
文
理
大
学

に
つ
い
て
、
眈
大
学
で
の
学
び

に
つ
い
て
で
あ
る
。

地
球
温
暖
化
や
新
し
い
病

気
・
有
効
な
治
療
法
の
な
い
病

気
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
重
大
な

問
題
に
ふ
れ
た
後
、
こ
れ
か
ら

大
学
へ
進
学
を
考
え
る
高
校
生

に
、
よ
り
多
く
の
知
識
を
創
造

し
賢
く
使
う
こ
と
、
文
理
融
合

の
人
材
を
養
成
す
る
こ
と
、
そ

の
た
め
大
学
の
役
割
が
ま
す
ま

す
重
要
で
あ
る
こ
と
と
話
し

た
。
ま
た
、「
盻
徳
島
文
理
大

学
に
つ
い
て
」
で
は
、『
自
立

協
同
』
の
建
学
の
精
神
に
お
い

て
、
社
会
で
自
立
し
、
と
も
に

共
同
作
業
を
す
る
上
で
人
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
や
現

代
の
教
養
（
自
己
学
習
す
る
能

力
）
の
必
要
性
を
説
い
た
。
さ

ら
に
進
路
に
つ
い
て
は
、
自
身

の
経
て
き
た
道
を
交
え
て
、
高

校
卒
業
ま
で
に
将
来
の
職
業
を

決
め
ら
れ
る
と
よ
い
が
、
決
ま

っ
て
い
な
い
人
は
自
分
の
興
味

の
あ
る
こ
と
か
ら
始
め
る
と
よ

い
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

聴
講
し
た
生
徒
か
ら
は
、

「
コ
ン
テ
ン
ツ
ご
と
に
よ
く
わ

か
り
、
今
後
の
自
分
の
進
む
道

を
決
め
る
た
め
に
わ
か
り
や
す

い
お
話
し
で
し
た
」
と
好
評
で

あ
っ
た
。

本学の英語教育プログラム概念図
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が
最
適
で
あ
る
。

例
え
ば
、
韓
国
、
檀
國
大
学

で
は
３
週
間
の
夏
期
語
学
研
修

お
よ
び
半
年
・
１
年
間
の
長
期

交
換
留
学
な
ど
滞
在
費
や
授
業

料
免
除
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ
る
。

ま
た
、
13
番
目
の
姉
妹
校
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
グ
リ
フ
ィ
ス

大
学
と
は
１
年
間
の
交
換
留
学

の
制
度
も
あ
る
。
世
界
は
ま
す

ま
す
身
近
な
存
在
に
な
っ
て
お

り
、
世
界
各
地
に
あ
る
姉
妹
校

と
の
交
流
は
活
発
に
な
っ
て
き

て
い
る
。

外
国
へ
の
理
解
と
関
心
を
持

っ
て
、
急
速
に
変
化
す
る
世
界

の
様
子
を
こ
の
機
会
を
利
用
し

て
研
修
し
て
も
ら
い
た
い
。

派
遣
だ
け
で
は
な
く
、
日
本

語
を
本
学
で
学
習
し
て
い
る
姉

妹
校
か
ら
の
交
換
留
学
生
を
受

け
入
れ
て
い
る
。
ウ
イ
ー
ン
音

楽
大
学
、
シ
ェ
ナ
ン
ド
ー
大
学

か
ら
派
遣
さ
れ
た
教
授
が
特
別

講
義
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
様

に
相
互
に
学
生
や
教
授
の
交
換

を
展
開
し
て
い
る
。

カ
ナ
ダ
の
バ
ン
ク
バ
ー
バ
ー

に
あ
る
ラ
ン
ガ
ラ
大
学
で
の
英

語
研
修
は
、
今
年
初
め
て
の
試

み
と
し
て
世
界
各
国
か
ら
研
修

に
参
加
す
る
学
生
と
一
緒
に
英

語
を
勉
強
し
て
い
る
の
が
特
徴

で
あ
る
。
ま
た
、
時
期
も
参
加

し
や
す
い
よ
う
に
８
月
４
日
豺

か
ら
８
月
24
日
豸
ま
で
に
な
っ

て
い
る
。
第
14
回
英
語
ス
ピ
ー

チ
コ
ン
テ
ス
ト
の
最
優
秀
者
２

人
を
含
む
９

人
の
学
生
が

現
在
、
姉
妹

校
の
ラ
ン
ガ

ラ
大
学
で
研

修
を
受
け
て

い
る
。
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
先

で
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
と

の
交
流
。
世

界
各
国
の
学

生
と
の
授

業
。
課
外
活

動
な
ど
、
参

加
学
生
た
ち

は
、
英
語
の
勉

強
を
中
心
と
し

た
国
際
交
流
を

深
め
て
い
る
。

恒
例
に
な
っ

た
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
芸
術
研
修
旅

行
は
12
月
16
日

貂
か
ら
29
日
豺
の
予
定
で
今
年

も
計
画
し
て
い
る
。ウ
イ
ー
ン
、

ザ
ル
ツ
ブ
ル
グ
、
ベ
ネ
チ
ア
、

ミ
ラ
ノ
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
ロ

ー
マ
お
よ
び
パ
リ
等
の
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
を
代
表
す
る
歴
史
と
文
化

を
色
濃
く
残
す
都
市
を
訪
問
す

る
予
定
で
あ
る
。
こ
の
研
修
旅

行
で
は
姉
妹
校
の
一
つ
で
あ
る

イ
タ
リ
ア
・
パ
ヴ
ィ
ア
大
学
を

訪
問
し
て
日
本
語
を
学
ん
で
い

る
イ
タ
リ
ア
人
学
生
と
の
交
流

も
計
画
し
て
い
る
。
国
際
交
流

に
関
心
を
持
っ
て
い
る
皆
さ
ん

は
ぜ
ひ
参
加
し
て
欲
し
い
。

そ
の
他
、
美
術
鑑
賞
や
コ
ン

サ
ー
ト
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の

企
画
で
毎
日
が
エ
キ
サ
イ
テ
ィ

ン
グ
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が

一
番
輝
く
時
期
…
華
や
か
な
街

の
雰
囲
気
、
ク
リ
ス
マ
ス
デ
コ

レ
ー
シ
ョ
ン
、
教
会
、
音
楽
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
な
ど
…
ク

リ
ス
マ
ス
を
体
験
で
き
る
の
は

こ
の
研
修
旅
行
の
特
徴
の
一
つ

で
あ
る
。
こ
の
研
修
旅
行
が
き

っ
と
素
晴
ら
し
い
ク
リ
ス
マ
ス

プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
一
生
忘
れ

ら
れ
な
い
思
い
出
に
な
る
で
あ

ろ
う
。

現
在
、
本
学
は
世
界
各
地
に

13
の
姉
妹
校
を
も
っ
て
い
る
。

大
学
に
よ
り
協
定
内
容
は
異
な

る
が
、
短
期
・
長
期
の
各
種
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
国
際
感
覚

を
身
に
つ
け
る
に
は
姉
妹
校
と

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用
す
る
の
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朝
の
５
時
頃
、
目
を
覚
ま
す

と
も
う
周
囲
は
明
る
く
な
っ
て

い
ま
す
。
日
本
よ
り
も
高
く
青

い
空
か
ら
陽
が
傾
い
て
暮
れ
て

い
く
の
が
夜
の
８
時
頃
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
６
月
18
日
貉
に

米
国
に
入
国
し
て
か
ら
数
日
に

な
ろ
う
と
し
て
い
る
の
に
、
体

か
ら
時
差
が
抜
け
き
っ
て
い
き

ま
せ
ん
。

東
海
岸
の
旧
都
市
ボ
ス
ト
ン

を
チ
ャ
ー
ル
ズ
リ
バ
ー
越
し
に

望
む
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
の
マ
サ
チ

ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
（
Ｍ
Ｉ

Ｔ
）
に
客
員
研
究
員
と
し
て
来

て
い
ま
す
。
高
名
な
ノ
ー
ベ
ル

賞
学
者
の
利
根
川
進
先
生
か

ら
、
新
規
の
実
験
動
物
を
使
っ

た
脳
回
路
機
能
の
解
析
に
、
私

た
ち
が
開
発
し
て
き
た
脳
の
計

測
法
を
適
用
し
た
い
と
い
う
こ

と
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
ご

招
待
の
メ
ー
ル
を
い
た
だ
い
て

既
に
数
カ
月
。
ビ
ザ
の
取
得
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
手
続
き
を
経
て

よ
う
や
く
来
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
こ
数
日
は
研
究
室
の

あ
る
５
、
６
、
７
階
を
つ
な
ぐ

吹
き
抜
け
に
な
っ
た
屋
内
バ
ル

コ
ニ
ー
エ
リ
ア
を
囲
む
巨
大
な

ガ
ラ
ス
張
り
の
窓
に
も
北
国
の

夏
の
青
い
空
と
白
い
雲
が
映
っ

て
い
ま
す
。
Ｍ
Ｉ
Ｔ
の
広
大
な

敷
地
の
北
東
に
あ
る
今
い
る
建

物
（
46
、
Ｍ
Ｉ
Ｔ
の
建
物
は
す

べ
て
番
号
が
つ
い
て
い
る
）
は

３
年
前
に
滞
在
し
て
い
た
頃
は

ま
だ
工
事
中
で
、
線
路
を
ま
た

い
だ
奇
抜
な
デ
ザ
イ
ン
に
皆
あ

れ
こ
れ
と
言
っ
て
い
た
の
を
思

い
出
し
ま
す
。

現
在
、
こ
の
建
物
に
は
私
が

所
属
す
る
ピ
コ
ワ
ー
研
究
所

と
、
マ
ク
ガ
バ
ン
研
究
所
の
２

つ
の
脳
研
究
機
関
が
同
居
し
て

い
ま
す
（
入
り
口
が
２
つ
あ

る
）。
こ
の
建
物
こ
そ
が
世
界

の
脳
科
学
の
中
心
地
の
一
つ
と

言
え
る
で
し

ょ
う
。
研
究

の
主
役
は
ポ

ス
ド
ク
や
、

大
学
院
生
と

い
っ
た
若
者

達
で
す
。皆
、

比
較
的
短
い

期
間
に
思
う

存
分
研
究
を

し
て
、
ま
た

世
界
中
に
散

っ
て
い
く
、

そ
ん
な
流
れ

の
中
心
に
い

る
こ
と
が
感

じ
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
は

Ｍ
Ｉ
Ｔ
だ
け

で
な
く
、
ハ

ー
バ
ー
ド
大
の
よ
う
な
一
流
の

大
学
、
ま
た
、
日
本
で
も
よ
く

そ
の
名
を
聞
く
多
く
の
企
業
の

立
派
な
研
究
機
関
が
集
ま
っ
て

い
る
都
市
の
一
つ
の
活
力
を
作

り
出
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
な
機
会
が
実
現
し

た
の
は
大
学
の
皆
様
の
お
力
添

え
の
お
か
げ
で
す
。
こ
の
場
を

借
り
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
８
月
末
ま
で
の
滞
在
と
な

り
ま
す
が
、
望
む
ら
く
は
こ
こ

で
得
た
も
の
を
活
か
せ
る
こ
と

願
い
つ
つ
。

平
成
20
年
６
月
５
日
貅
、
香

川
キ
ャ
ン
パ
ス
村
崎
サ
イ
メ
モ

リ
ア
ル
ホ
ー
ル
に
お
い
て
第
14

回
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

が
開
催
さ
れ
た
。
今
年
の
メ
イ

ン
テ
ー
マ
は
「
私
の
こ
こ
ろ
を

動
か
す
も
の
」
だ
っ
た
。
日
常

生
活
の
中
で
、
ま
た
は
学
生
生

活
の
中
で
、【
こ
こ
ろ
動
か
さ

れ
】
実
際
に
進
行
し
て
い
る
活

動
を
中
心
に
、
両
キ
ャ
ン
パ
ス

合
わ
せ
て
19
人
の
学
生
が
熱
弁

を
振
る
っ
た
。

厳
正
な
る
審
査
に
よ
り
、
次

の
６
人
が
選
ば
れ
た
。

☆
最
優
秀
賞
（
２
人
）

橋
田
　
　
歩
（
文
学
部
　
英

米
言
語
文
化
学
科
２
年
）

「M
y
m
em
orable

teachers

」

塩
谷
　
希
望
（
文
学
部
　
英

語
英
米
文
化
学
科
１
年
）

「M
eeting

one
person

」

☆
入
賞
（
４
人
）

澤
田
　
　
歩
（
音
楽
学
部

音
楽
学
科
４
年
）

宮
城
め
ぐ
み
（
音
楽
学
部

音
楽
学
科
４
年
）

枝
川
　
　
茜
（
人
間
生
活
学

部
　
児
童
学
科
２
年
）

矢
野
真
智
子
（
文
学
部
　
英

米
言
語
文
化
学
科
３
年
）

＊
最
優
秀
者
２
人
は
、
夏
に
開

催
さ
れ
る
夏
期
カ
ナ
ダ
英
語
研

修
（
21
日
間
）
に
招
待
さ
れ
る
。

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
に
出

場
し
た
こ
と
で
、
と
て
も
充
実

し
た
時
間
を
過
ご
せ
、
大
き
な

達
成
感
を
味
わ
え
た
と
思
い
ま

す
。
「
参
加
し
て
良
か
っ
た
」

と
、
大
き
な
声
で
叫
び
た
い
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
そ
れ

は
、
最
優
秀
賞
を
と
っ
た
結
果

で
は
な
く
、
コ
ン
テ
ス
ト
へ
出

る
ま
で
に
取
り
組
ん
で
き
た
過

程
に
あ
る
か
ら
で
す
。

原
稿
を
添
削
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
何
度
も
先
生
の
元
に
足

を
運
び
ま
し
た
。
原
稿
を
仕
上

げ
る
作
業
は
、
と
て
も
難
し
い

う
え
に
、
他
人
の
心
に
響
く
内

容
に
し
た
か
っ
た
の
で
必
死
で

考
え
ま
し
た
。
指
導
の
際
、
授

業
以
外
で
発
見
し
た
先
生
方
の

人
柄
の
良
さ
や
、
熱
心
さ
に
心

を
打
た
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
語

学
セ
ン
タ
ー
で
は
い
つ
も
相
談

に
の
っ
て
も
ら
い
、励
ま
さ
れ
、

戸
惑
っ
て
い
た
私
に
は
、
と
て

も
心
強
い
存
在
で
し
た
。
入
学

し
た
ば
か
り
の
私
に
と
っ
て
こ

の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
こ
れ
か
ら

先
、
語
学
を
学
ん
で
い
く
た
め

の
有
意
義
な
体
験
と
な
り
ま
し

た
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
に
も
積
極

的
に
こ
の
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス

ト
に
参
加
し
て
同
じ
感
動
を
味

わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

ま
た
、
カ
ナ
ダ
で
の
語
学
研

修
は
不
安
も
あ
り
ま
す
が
、
初

め
て
出
会
う
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
と
過
ご
す
時
間
を
と
て
も
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
絶

好
の
機
会
を
大
切
に
し
、
自
分

の
人
間
性
を
高
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

私
は
、
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い

ろ
な
行
事
や
コ
ン
テ
ス
ト
に
参

加
し
、
徳
島
文
理
大
学
で
学
ぶ

こ
と
が
大
き
な
心
の
糧
に
な
る

よ
う
な
体
験
を
し
て
い
き
た
い

で
す
。

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で

は
、
本
年
度
で
第
５
回
を
迎

え
る
学
生
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
を
、
ま
た

新
た
に
学
生
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ

シ
ョ
ン
を
徳
島
キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
催
す
る
。

各
コ
ン
テ
ス
ト
と
も
本
学

学
生
を
対
象
と
し
て
作
品
を

募
集
す
る
。

テ
ー
マ
・
応
募
期
間
・
開

催
日
は
次
の
通
り
。

《
第
５
回
学
生
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
》

▽
テ
ー
マ：

「
わ
が
徳
島
文
理

大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
」

▽
応
募
期
間：

11
月
17
日
豺
か

ら
28
日
貊

▽
開
催
日：

12
月
19
日
貊

《
第
１
回
学
生
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ

シ
ョ
ン
》

▽
テ
ー
マ：

「
研
究
活
動
の
内

容
、
研
究
室
や
学
科
紹
介
な

ど
研
究
・
学
習
に
関
す
る
こ

と
」

▽
応
募
期
間：

平
成
21
年
１

月
19
日
豺
か
ら
28
日
貉

▽
開
催
日：

平
成
21
年
２
月

14
日
貍

な
お
、詳
細
に
つ
い
て
は
、

徳
島
キ
ャ
ン
パ
ス
（
25
号
館

４
階
）・
香
川
キ
ャ
ン
パ
ス

（
図
書
館
１
階
）
メ
デ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
に
て
配
布
中
の
募

集
要
項
を
参
照
の
こ
と
。

平
成
20
年
５
月
16
日
貊
か
ら

20
日
貂
ま
で
の
５
日
間
、
本
学

の
姉
妹
校
で
あ
る
ラ
ン
ガ
ラ
大

学（
カ
ナ
ダ
・
バ
ン
ク
ー
バ
ー
）

の
学
生
21
人
と
引
率
教
員

D
r.

L
arry

D
eV
ries

先
生
が
徳
島

に
滞
在
し
、
徳
島
キ
ャ
ン
パ
ス

を
訪
問
し
た
。

隔
年
で
実
施
さ
れ
て
い
る
ラ

ン
ガ
ラ
大
学
生
の
受
け
入
れ
は

今
回
で
４
回
目
で
あ
る
。

到
着
初
日
は
５
日
間
の
滞
在

に
関
す
る
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
実
施
。
翌
日
の
５
月
17
日

貍
に
は
、
日
本
文
化
講
座
（
植

村
尚
也
教
授
）
と
遍
路
講
座

（D
avid

M
oreton

客
員
講
師
）

が
行
わ
れ
た
。

５
月
18
日
豸
に
は
本
学
学
生

と
ラ
ン
ガ
ラ
大
学
生
に
よ
る
遍

路
体
験
が
実
施
さ
れ
た
。
第
13

番
札
所
大
日
寺
か
ら
第
16
番
札

所
観
音
寺
ま
で
を
歩
く
行
程

で
、
本
学
か
ら
は
13
人
の
学
生

と
桐
野
豊
学
長
が
参
加
し
た
。

当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
歩
き

遍
路
を
体
験
す
る
絶
好
の
日
和

と
な
っ
た
。
本
学
の
学
生
と
ラ

ン
ガ
ラ
大
学
生
は
、
お
互
い
の

趣
味
な
ど
の
話
や
日
本
と
カ
ナ

ダ
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
対
す
る
質

問
な
ど
皆
一
様
に

話
が
弾
ん
で
い

た
。
今
回
の
遍
路

体
験
で
は
４
つ
の

札
所
し
か
行
け
な

か
っ
た
が
、
ラ
ン

ガ
ラ
大
学
生
の
何

人
か
は
将
来
四
国

遍
路
を
す
る
た
め

に
ま
た
日
本
に
来

た
い
と
話
し
て
く

れ
た
。

５
月
19
日
豺
の

夕
刻
か
ら
は
ラ
ン

ガ
ラ
大
学
生
を
囲

む
パ
ー
テ
ィ
ー
が

行
わ
れ
た
。
こ
の

日
の
パ
ー
テ
ィ
ー

は
前
日
の
遍
路
体
験
で
う
ち
解

け
た
こ
と
も
あ
り
、
ラ
ン
ガ
ラ

大
学
の
学
生
も
本
学
教
職
員
、

本
学
学
生
と
の
話
が
尽
き
ず
大

変
楽
し
い
時
間
と
な
っ
た
。
さ

ら
に
、
い
く
つ
か
の
ゲ
ー
ム
と

本
学
音
楽
学
部
お
よ
び
短
期
大

学
部
音
楽
科
の
学
生
に
よ
る
演

奏
が
行
わ
れ
た
。
終
了
予
定
時

刻
を
過
ぎ
て
も
話
が
尽
き
ず
、

惜
し
ま
れ
つ
つ
パ
ー
テ
ィ
ー
は

閉
会
と
な
っ
た
。

５
月
20
日
貂
、
徳
島
駅
か
ら

大
阪
へ
向
け
て
ラ
ン
ガ
ラ
大
学

生
一
行
は
徳
島
を
出
発
し
た
。

今
回
の
ラ
ン
ガ
ラ
大
学
生
の

訪
問
は
、
本
学
の
学
生
に
と
っ

て
他
国
の
同
年
代
の
学
生
と
話

を
す
る
絶
好
の
機
会
と
な
っ

た
。
ラ
ン
ガ
ラ
大
学
の
学
生
の

考
え
方
や
日
本
と
カ
ナ
ダ
の
生

活
・
文
化
の
違
い
な
ど
、
ラ
ン

ガ
ラ
大
学
生
と
の
交
流
に
よ
っ

て
相
互
理
解
が
深
ま
っ
た
。
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b
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z
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◆
サ
マ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
・

イ
ン
・
カ
ナ
ダ

◆
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

芸
術
研
修

旅
行

◆
姉
妹
校
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平
成
20
年
度
保
護
者
会
・
後

援
会
の
役
員
会
が
６
月
９
日
豺

午
前
10
時
か
ら
、
徳
島
キ
ャ
ン

パ
ス
・
国
際
会
議
場
で
役
員
73

人
が
出
席
し
開
催
さ
れ
た
。
平

成
19
年
度
事
業
報
告
・
会
計
決

算
報
告
の
承
認
、
役
員
改
選
、

平成20年度　府県別保護者会日程

徳　島 ８月９日貍　13：00～16：00 徳島東急イン 〒770－0834 徳島市元町１丁目24 （088）626－0109

兵　庫 ８月16日貍　13：00～16：00 神戸東急イン 〒651－0096 神戸市中央区雲井通６－１－５ （078）291－0109

和歌山 ８月17日豸　13：00～16：00 和歌山東急イン 〒640－8232 和歌山市南汀丁18 （0734）32－0109

８月17日豸　13：30～17：00 ホテルロイヤルオリオン 〒902－0067 那覇市安里１－２－21 （098）866－5533

沖　縄 ８月18日豺　13：30～17：00 ホテルゆがふいんおきなわ 〒905－0011 名護市字宮里453－１ （0980）53－0031

８月19日貂　13：30～17：00 ホテルニューセンチュリー 〒904－0021 沖縄市胡屋２丁目１－43 （098）933－5599

愛　媛 ８月18日豺　13：00～16：00 松山全日空ホテル南館４Ｆエメラルドルーム 〒790－8520 松山市一番町３－２－１ （089）933－5511

高　知 ８月19日貂　14：00～17：00 高知新阪急ホテル 〒780－0870 高知市本町４丁目 （088）873－1111

大　阪 ８月19日貂　13：00～16：00 ラマダホテル大阪 〒531－0072 大阪市北区豊崎３丁目16－19 （06）6372－8181

岡　山 ８月20日貉　13：00～16：00 ホテルグランヴィア岡山 〒700－8515 岡山市駅元町１－５ （086）234－7000

鹿児島 ８月22日貊　14：00～17：00 鹿児島東急イン 〒890－0053 鹿児島市中央町５－１ （099）256－0109

広　島 ８月23日貍　13：00～16：00 広島ガーデンパレス 〒732－0052 広島市東区光町１－15 （082）262－1122

香　川 ８月24日豸　13：00～16：00 全日空ホテルクレメント高松 〒760－0011 高松市浜ノ町１－１ （087）811－1111

愛　知 ８月24日豸　13：00～16：00 名古屋ガーデンパレス 〒460－0003 名古屋市中区錦３－11－13 （052）957－1022

鳥取・島根 ８月25日豺　13：00～16：00 米子ワシントンプラザホテル 〒683－0053 米子市明治町125 （0859）31－9111

福　岡 ８月26日貂　13：00～16：00 ホテルセントラーザ博多 〒812－0012 福岡市博多区博多駅中央街４－23 （092）461－0111

会　　　　　　　　　場
会　場　名 住　所　・　電　話

支　部 開　催　日　時

後
、「
チ
ッ
タ
・
デ
ラ
・
ピ
エ

ー
ベ
」（
教
会
の
街
）
と
い
う

名
前
の
小
さ
な
古
い
街
に
到

着
。
城
門
を
抜
け
、
13
世
紀
に

作
ら
れ
た
と
い
う
石
畳
の
道
を

ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
を
ゴ
ロ
ゴ
ロ
引

き
な
が
ら
口
を
開
け
て
、
見
回

し
な
が
ら
歩
く
ジ
ャ
ポ
ネ
の
一

群
は
、
街
の
人
か
ら
は
さ
ぞ
お

か
し
く
映
っ
た
で
し
ょ
う
。
そ

こ
は
も
う
お
伽
の
国
。
美
し
い

町
並
み
に
花
で
飾
ら
れ
た
窓
、

鳩
や
猫
が
遊
び
、
人
々
も
柔
和

で
、
我
々
は
一
目
で
こ
の
街
が

好
き
に
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
の
劇
場
を
中
心
に
開
催

さ
れ
た
「
ラ
イ
ト
・
プ
ロ
フ
ィ

ッ
ト
・
ギ
タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
は
、
多
く
の
難
民
が
未
だ

に
劣
悪
な
環
境
で
苦
し
む
ア
フ

リ
カ
、
ウ
ガ
ン
ダ
の
学
校
に
井

戸
を
掘
る
と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
精
神
に
基
づ
い
て
開
催
さ

れ
た
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。
そ
こ

で
売
ら
れ
て
い
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
に

も
、
ギ
タ
ー
の
音
が
美
し
い
水

へ
と
変
わ
り
、
そ
の
水
を
両
手

で
受
け
止
め
る
と
い
う
デ
ザ
イ

ン
で
、
光
栄
な
こ
と
に
そ
の
横

に
は
縦
書
き
で
し
っ
か
り
と

「
徳
島
文
理
大
学
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
」
と
書
か
れ
て
い
て
、
見
た

と
き
に
は
本
当
に
イ
タ
リ
ア
ま

で
来
て
、
参
加
し
て
い
る
ん
だ

と
実
感
し
ま
し
た
。

チ
ッ
タ
・
デ
ラ
・
ピ
エ
ー
ベ

の
劇
場
は
、
天
井
ま
で
美
し
い

フ
レ
ス
コ
画
が
施
さ
れ
、
４
階

ま
で
の
ボ
ッ
ク
ス
席
を
持
つ
、

華
麗
な
劇
場
で
し
た
。
そ
こ
に

も
大
型
の
「
徳
島
文
理
大
学
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
」
の
垂
れ
幕
。
街

中
に
貼
ら
れ
た
ポ
ス
タ
ー
の

数
々
。
街
全
体
が
我
々
を
歓
迎

し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

10
日
間
の
滞
在
の
中
で
３
回

本
学
で
は
、
３
年
次
編
入
学
の
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。
本
学
短
期
大
学
部
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
学
外
の
短
期
大
学
、
大

学
か
ら
も
多
数
の
受
験
生
を
受
け
入
れ
て

い
ま
す
。

本
年
度
の
試
験
日
程
は
次
の
通
り
で
す
。

人
間
生
活
学
部
・
保
健
福
祉
学
部
・
音

楽
学
部
・
総
合
政
策
学
部
・
工
学
部
・

文
学
部
・
香
川
薬
学
部

∧
蠡
期
∨

出
願
期
間
　
９
月
19
日
貊
〜
10
月
３
日
貊

試

験

日
　
10
月
11
日
貍

∧
蠱
期
∨

出
願
期
間
　
２
月
６
日
貊
〜
２
月
20
日
貊

試

験

日
　
２
月
28
日
貍

※
∧
蠢
期
∨
は
、
６
月
に
募
集
を
終
了
し
て

い
ま
す
。

薬
学
部

∧
蠢
期
∨

出
願
期
間
　
10
月
24
日
貊
〜
11
月
28
日
貊

試

験

日
　
12
月
６
日
貍

∧
蠡
期
∨

出
願
期
間
　
２
月
６
日
貊
〜
２
月
20
日
貊

試

験

日
　
２
月
28
日
貍

入試種別

（１）AO入試

全学部で実施

応募は、原則として、通年で可能

（２）推薦入試

Ⅰ期　11月１日貍

Ⅱ期　12月６日貍

薬学部・香川薬学部・理工学部・

文学部のみ

（福岡・岡山・大阪・東京で実施）

（３）一般入試

前期Ａ日程　平成21年１月30日貊

前期Ｂ日程　平成21年１月31日貍

後期Ａ日程　平成21年２月19日貅

後期Ｂ日程　平成21年３月７日貍

後期Ｃ日程　平成21年３月24日貂

（４）大学入試センター試験利用入試

音楽学部を除く大学全学部と、音楽科

を除く短期大学部全科で実施

本学での個別学力検査は行いません

平成21年度入試からの変更点
・AO入試を面談型と作文型の２つの方

法で実施します。

※薬学部・香川薬学部・短期大学部は面

談型のみで実施します。

・推薦入試Ⅰ期の日程を見直し、全学部

同じ日に試験を行います。

・推薦入試Ⅱ期では薬学部・香川薬学

部・理工学部・文学部の募集を行います。

・推薦入試Ⅱ期の試験場で東京・大阪・

福岡の他に新たに岡山が増えます。

・香川薬学部が推薦入試Ⅱ期でも募集を

します。

・大学入試センター試験利用入試の教

科・科目などを総合政策学部、香川薬学

部で見直しました。

インターネットによる出願
・一般入試前期A・B日程、後期A・B・

C日程ではインターネットによる出願で

の受験が可能になります。詳しくは本学

のホームページへアクセスしてください。

http://www.bunri-u.ac.jp/

合否結果もインターネットを利用して

確認することもできます。

編 入 学 定 員
学　部 学科・コース 編入学定員

児　童　学　科 30
人間生活学部 心　理　学　科 20

人 間 生 活 学 科 ５
保健福祉学部 人 間 福 祉 学 科 ５

音　楽　学　科
ピ　ア　ノコース
声　　　楽コース

音 楽 学 部 弦　楽　器コース 10
管 打 楽 器コース
電 子 楽 器コース
音 楽 療 法コース

学　部 学科・コース 編入学定員

食 物 栄 養 学 科
人間生活学部 メディアデザイン学科

住 居 学 科
総合政策学部 総 合 政 策 学 科

機械電子工学科 ※若干名

工 学 部
情報システム工学科
環境システム工学科
ナノ物質工学科
日 本 文 学 科

文 学 部
英米言語文化学科
コミュニケーション学科
文 化 財 学 科

香川薬学部
薬　 学　 科
薬 科 学 科

薬 学 部 薬　 学　 科

Ê
Á
Á
Á
Á
Á
Á
Á
Ë

定員に余裕が
ある場合にの
み受け入れま
すので、入試
グループ（TEL
0 8 8 - 6 0 2 -
8700*）ま
で問い合わせ
てください。

ˆ
˜
˜
˜
˜
˜
˜
˜
¯

平
成
20
年
度
事
業
計
画
・
予
算

案
を
審
議
決
定
し
た
。
改
選
さ

れ
た
新
役
員
の
方
は
次
の
通

り
。（
敬
称
略
）

◇
保
護
者
会

会
　
長
　
稲
木
紀
彦
（
新
）

副
会
長
　
松
尾
　
修
（
再
）

田
中
正
勝
（
再
）

監
　
事
　
大
知
由
明
（
再
）

神
崎
千
寿
（
再
）

◇
後
援
会

会
　
長
　
中
西
文
夫
（
再
）

副
会
長
　
佐
藤
徳
次
（
再
）

神
田
　
睦
（
再
）

四
宮
　
肇
（
再
）

監
　
査
　
福
島
誠
浄
（
再
）

真
鍋
克
俊
（
再
）

役
員
会
に
引
き
続
き
保
護
者

会
府
県
別
支
部
長
会
が
、
午
後

12
時
30
分
か
ら
学
園
長
室
で
開

催
さ
れ
た
。
平
成
20
年
度
の
府

県
別
保
護
者
会
を
別
表
の
日

程
・
会
場
に
よ
り
開
催
す
る
こ

と
を
決
め
、
支
部
総
会
や
個
別

懇
談
な
ど
支
部
会
運
営
に
つ
い

て
話
し
合
っ
た
。

昨
年
度
の
府
県
別
保
護
者
会

は
、
15
会
場
で
１
７
１
２
人
の

保
護
者
、
延
べ
４
０
５
人
の
教

職
員
が
参
加
し
、
支
部
総
会
の

後
、
学
業
成
績
や
大
学
で
の
生

活
面
、
進
路
に
つ
い
て
な
ど
担

任
と
の
熱
心
な
個
別
懇
談
が
行

わ
れ
た
。

本
年
度
は
新
た
に
鳥
取
・
島

根
支
部
を
加
え
、
14
府
県
16
会

場
で
開
催
す
る
の
で
、
多
数
ご

徳
島
文
理
大
学
ウ
イ
ン
ド
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
定
期
演
奏
会

平
成
20
年
10
月
25
日
貍
14
時

む
ら
さ
き
ホ
ー
ル
﹇
徳
島
キ

ャ
ン
パ
ス
﹈

第
51
回
徳
島
文
理
大
学
定
期
演

奏
会指

揮
　
小
泉
和
裕

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
　
交
響
曲

第
９
番
「
合
唱
」
付
き

◎
香
川
会
場

平
成
20
年
11
月
29
日
貍
14
時

村
崎
サ
イ
　
メ
モ
リ
ア
ル
ホ

ー
ル
﹇
香
川
キ
ャ
ン
パ
ス
﹈

◎
徳
島
会
場

平
成
20
年
11
月
30
日
豸
14
時

む
ら
さ
き
ホ
ー
ル

﹇
徳
島
キ
ャ
ン
パ
ス
﹈

w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w

ン
に
称
え
ら
れ
る
だ
け
あ
る
素

晴
ら
し
い
教
会
だ
と
感
動
を
覚

え
ま
し
た
。
聴
衆
の
鳴
り
や
ま

な
い
拍
手
と
歓
声
が
嬉
し
く
、

幸
福
感
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま

し
た
。

宿
泊
し
て
い
た
修
道
院
近
く

の
教
会
で
関
係
者
や
近
隣
住
人

が
参
加
し
た
サ
ヨ
ナ
ラ
パ
ー
テ

ィ
で
、
み
ん
な
で
阿
波
踊
り
を

踊
り
ま
し
た
。
イ
タ
リ
ア
人
と

の
交
流
を
深
め
、
ど
こ
を
向
い

て
も
笑
顔
笑
顔
な
の
で
私
た
ち

は
そ
の
雰
囲
気
に
酔
い
し
れ
ま

し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
が
で
き
た

で
す
。
明
る
い
イ
タ
リ
ア
の
、

優
し
い
街
に
住
む
人
々
、
一
生

懸
命
働
く
ス
タ
ッ
フ
。
み
ん
な

に
気
を
配
っ
て
笑
顔
を
絶
や
さ

な
い
ソ
リ
ス
ト
。
人
の
持
つ
温

か
な
優
し
さ
が
、
こ
の
イ
ベ
ン

ト
を
支
え
、
遠
い
地
、
徳
島
か

ら
や
っ
て
き
た
我
々
を
包
ん
で

く
れ
て
、
最
高
に
幸
せ
な
時
間

を
過
ご
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

お
別
れ
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
み

ん
な
で
阿
波
踊
り
を
楽
し
み
、

別
れ
を
惜
し
み
ま
し
た
。「
最

後
だ
か
ら
一
緒
に
写
真
を
」
と

い
っ
た
学
生
に
「
ど
う
し
て
最

後
？
　
地
球
は
狭
い
か
ら
ま
た

会
え
る
よ
！
」
と
言
っ
て
く
れ

た
、
マ
ル
コ
氏
の
素
敵
な
笑
顔

に
乾
杯
。

こ
の
素
晴
ら
し
い
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
で
き
た
こ
と
を
心
よ
り

感
謝
し
つ
つ
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

メ
ン
バ
ー
の
心
は
未
だ
チ
ッ

タ
・
デ
ラ
・
ピ
エ
ー
ベ
を
想
っ

て
い
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
が
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
で
演
奏
し
た
の
は
、
名
指

揮
者
カ
ラ
ヤ
ン
が
「
世
界
一
響

き
の
い
い
教
会
」
と
い
っ
た
ペ

ル
ー
ジ
ャ
の
サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ

寺
院
で
し
た
。
教
会
に
響
く
私

た
ち
の
演
奏
が
何
と
も
新
鮮
に

聴
こ
え
、
全
て
の
楽
器
の
音
色

が
ク
リ
ア
で
、
さ
す
が
カ
ラ
ヤ

参
加
い
た
だ
き
大
学
と
家
庭
を

結
ぶ
絆
と
し
て
充
実
発
展
さ
せ

た
い
。

ま
た
、
支
部
設
置
の
な
い
地

区
の
方
は
、
府
県
別
の
枠
に
関

係
な
く
都
合
の
よ
い
会
場
に
ご

参
加
い
た
だ
け
れ
ば
と
事
務
局

で
は
呼
び
か
け
て
い
る
。

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
違
う
演
奏
会

を
こ
な
す
と
い
う
の
は
、
プ
ロ

で
も
、
気
力
、
体
力
大
変
な
こ

と
で
す
。
し
か
し
、
充
実
し
た

練
習
内
容
と
素
晴
ら
し
い
環
境

に
囲
ま
れ
、
贅
沢
な
音
楽
三
昧

の
日
々
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
企
画
か
ら
、
サ
ポ
ー

ト
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
、

滞
在
先
の
修
道
院
の
シ
ス
タ

ー
、
皆
さ
ん
に
感
謝
で
す
。

初
日
の
本
番
は
場
所
を
移
動

し
て
、
ウ
ン
ブ
リ
ア
州
の
州
都

ペ
ル
ー
ジ
ャ
に
あ
る
「
サ
ン
ピ

エ
ト
ロ
寺
院
」。
か
の
カ
ラ
ヤ

ン
が
愛
し
た
音
響
効
果
世
界
一

を
持
つ
教
会
と
し
て
有
名
で

す
。
こ
こ
で
演
奏
し
た
ベ
ー
ト

ー
ヴ
ェ
ン
の
七
番
の
交
響
曲
の

重
厚
な
響
き
と
、
ロ
ド
リ
ー
ゴ

の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
で
の
ギ
タ
ー

ソ
ロ
を
受
け
持
っ
た
マ
ル
コ
・

ソ
シ
ア
ス
氏
の
ギ
タ
ー
音
色
は

い
ま
だ
に
耳
か
ら
離
れ
ま
せ

ん
。
特
に
マ
ル
コ
氏
は
、
学
生

に
３
時
間
も
時
間
を
別
に
割
い

て
、
ロ
ド
リ
ー
ゴ
の
歌
い
回
し

方
を
特
別
レ
ッ
ス
ン
し
て
く
れ

て
、
教
え
を
受
け
た
学
生
に
と

っ
て
は
こ
の
旅
の
一
番
の
思
い

出
に
な
っ
た
よ
う
で
し
た
。

２
日
目
は
、
チ
ッ
タ
・
デ

ラ
・
ピ
エ
ー
ベ
の
劇
場
で
地
元

の
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
、
貴
公
子
の

よ
う
な
ギ
タ
リ
ス
ト
の
若
さ
溢

れ
る
共
演
。
お
互
い
短
い
時
間

で
良
く
合
わ
せ
き
っ
た
と
思
い

ま
し
た
。

あ
っ
と
い
う
間
の
最
終
日

は
、
ビ
ゼ
ー
の
交
響
曲
と
、
世

界
で
我
々
が
一
番
上
手
い
と
勝

手
に
思
っ
て
い
る
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
版
「
阿
波
踊
り
」、
そ
し
て

こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
中
心
的
な
ギ

タ
リ
ス
ト
で
、
世
界
的
に
有
名

な
デ
ビ
ッ
ト
・
ラ
ッ
セ
ル
氏
と

の
、
ロ
ド
リ
ー
ゴ
の
ア
ラ
ン
フ

ェ
ス
協
奏
曲
を
演
奏
。

阿
波
踊
り
で
は
色
と
り
ど
り

の
法
被
を
持
参
、
今
日
ま
で
引

っ
張
っ
て
き
て
く
れ
た
指
揮
者

の
ト
ニ
ー
ノ
氏
の
背
中
に
は
メ

ン
バ
ー
の
手
書
き
の「
文
理
魂
」

と
い
う
大
き
な
３
文
字
。
本
場

の
ノ
リ
ノ
リ
の
演
奏
に
、
笑
顔

で
拍
手
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ラ
ッ
セ
ル
氏
と
の
共
演
も
圧
巻

で
し
た
。
会
場
が
一
体
に
な
り

上
か
ら
降
っ
て
く
る
よ
う
な
大

き
な
拍
手
を
舞
台
上
の
誰
も
が

笑
顔
で
受
け
て
い
ま
し
た
。

無
事
ツ
ア
ー
を
終
え
て
、
心

に
残
っ
て
い
る
の
は
人
の
笑
顔

ロ
ー
マ
か
ら
、
バ
ス
に
揺
ら

れ
て
２
時
間
。
誰
か
が
「
あ
ん

な
所
は
嫌
や
な
ぁ
」
と
呟
い
た

先
の
山
の
頂
上
に
、
城
壁
に
囲

ま
れ
て
そ
の
街
は
建
っ
て
い
ま

し
た
。
延
々
と
山
道
を
登
っ
た

w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w

演
奏
旅
行
で
し
た
が
、
私
が
一

番
嬉
し
か
っ
た
の
は
、
ギ
タ
リ

ス
ト
、
マ
ル
コ
・
ソ
シ
ア
ス
さ

ん
と
の
出
会
い
で
し
た
。
共
演

す
る
ギ
タ
ー
協
奏
曲
の
リ
ハ
ー

サ
ル
で
納
得
の
演
奏
が
で
き
ず

落
ち
込
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
マ

ル
コ
さ
ん
が
楽
章
ご
と
に
展
開

さ
れ
る
ス
ト
ー
リ
ー
な
ど
を
ジ

ェ
ス
チ
ャ
ー
を
交
え
て
丁
寧
に

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

温
か
い
人
柄
と
コ
ミ
カ
ル
な

話
し
方
が
魅
力
的
で
、
私
は
教

え
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
吸
収
し

て
曲
に
入
り
込
め
ま
し
た
。
優

し
い
音
色
を
身
近
で
聴
い
て
曲

へ
の
親
し
み
が
深
ま
る
と
と
も

に
、
納
得
が
い
く
ま
で
練
習
を

す
る
姿
勢
を
教
え
ら
れ
ま
し

た
。
音
楽
教
員
を
め
ざ
す
私
に

と
っ
て
忘
れ
ら
れ
な
い
貴
重
な

財
産
と
な
り
ま
し
た
。
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教
員
採
用
模
擬
面
接
の
一
場

面
で
あ
る
。
ど
う
し
て
教
師
を

志
す
の
か
と
質
問
す
る
と
「
現

在
の
私
た
ち
の
社
会
に
は
、
い

ろ
い
ろ
な
課
題
が
山
積
し
て
い

る
。
私
は
若
者
と
し
て
ど
ん
な

か
た
ち
で
社
会
参
加
を
し
よ
う

か
と
あ
れ
こ
れ
考
え
た
結
果
、

人
間
社
会
の
こ
と
は
人
間
が
解

決
す
る
。
つ
ま
り
は
日
本
の
未

来
を
切
り
開
い
て
い
く
子
ど
も

た
ち
の
教
育
こ
そ
、
一
番
や
り

が
い
の
あ
る
大
切
な
仕
事
な
の

だ
と
思
い
い
た
っ
た
。
自
分
は

人
づ
く
り
を
通
し
て
世
の
中
を

良
く
し
て
い
き
た
い
」
と
い
う

力
強
い
答
え
が
返
っ
て
き
た
。

こ
れ
を
聞
い
た
面
接
官
の
胸
中

に
一
陣
の
さ
わ
や
か
な
風
が
吹

い
た
思
い
だ
っ
た
と
い
う
。
徳

島
文
理
大
学
の
教
育
の
中
か

ら
、
こ
の
よ
う
な
若
い
教
師
が

今
年
は
公
立
学
校
・
幼
の
教
諭

63
人
、
公
立
保
育
士
８
人
、

「
先
生
」
と
し
て
子
ど
も
た
ち

の
待
つ
全
国
の
学
校
園
へ
赴
任

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
現
場

に
新
し
い
風
を
も
た
ら
せ
て
い

る
。
今
、
団
塊
の
世
代
と
い
わ

れ
る
ベ
テ
ラ
ン
教
師
た
ち
が
一

斉
に
学
校
園
か
ら
退
職
し
て
い

く
時
期
を
迎
え
、
教
員
採
用
状

況
が
大
き
く
好
転
し
て
い
る
。

例
え
ば
神
奈
川
県
で
は
平
成
11

年
度
の
小
学
校
教
員
１
０
０
人

採
用
が
平
成
20
年
度
で
は
６
倍

の
６
０
０
人
以
上
を
採
用
し
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
東
京
・
大

阪
な
ど
大
量
採
用
す
る
大
都
市

部
で
は
、
い
か
に
優
秀
な
教
員

を
確
保
す
る
か
頭
を
痛
め
て
い

る
の
が
実
情
で
あ
る
。
千
載
一

遇
と
も
い
え
る
チ
ャ
ン
ス
で
は

あ
る
が
、
教
育
公
務
員
で
あ
る

公
立
学
校
園
の
教
諭
に
は
超
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ハ
ー
ド
ル

が
あ
り
、
合
格
す
る
の
は
そ
ん

な
に
簡
単
で
は
な
い
。
つ
ま
り

手
が
届
く
と
こ
ろ
に
栄
冠
は
あ

る
が
、
安
易
に
手
に
入
ら
な
い

の
だ
。

教
員
養
成
対
策
室
は
本
学
の

優
秀
な
教
授
陣
を
網
羅
し
た
教

員
養
成
対
策
講
座
や
学
外
講
師

陣
に
よ
る
採
用
試
験
対
策
講
座

（
夏
講
・
春
講
）、
模
擬
試
験
や

模
擬
面
接
、
模
擬
授
業
、
ア
カ

ン
サ
ス
教
師
塾
や
養
護
教
諭
講

座
、
幼
保
講
座
な
ど
の
運
営
と

受
験
相
談
を
通
し
て
、
豊
か
な

人
間
性
と
教
育
へ
の
情
熱
を
持

つ
文
理
大
生
の
「
教
員
採
用
試

験
合
格
」
を
実
現
す
る
た
め
、

濃
や
か
で
強
力
な
サ
ポ
ー
ト
に

努
め
て
い
る
。

昨
年
度
の
本
学
の
就
職
内
定

率
は
94
・
４
％
で
あ
っ
た
。

団
塊
世
代
の
退
職
等
の
要
因

に
よ
る
企
業
の
人
材
不
足
感
の

中
で
、
大
学
に
寄
せ
ら
れ
る
求

人
件
数
や
求
人
数
は
増
加
し
て

お
り
、
ネ
ッ
ト
上
の
求
人
も
加

え
、
学
生
に

と
っ
て
は
好

ま
し
い
状
況

が
続
い
て
い

る
。本

学
で
は

特
色
あ
る
学

部
学
科
構
成

の
も
と
、
薬

剤
師
や
管
理

栄
養
士
等
の

各
種
国
家
資

格
を
は
じ
め

教
員
や
保
育

士
等
の
取
得

資
格
を
生
か

し
た
就
職
の

実
現
を
図
っ

て
い
る
。
特

に
教
員
採
用

に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
は
正
規

採
用
者
39
人
を
含
め
１
２
０
人

が
採
用
さ
れ
、
４
月
か
ら
教
壇

に
立
っ
て
い
る
。
公
務
員
に
つ

い
て
も
、
正
規
採
用
者
39
人
を

含
め
93
人
が
採
用
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
上
場
企
業
や
著
名

な
企
業
に
就
職
す
る
学
生
が
一

般
企
業
就
職
者
の
３
割
に
達
し

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
先
輩
の

活
躍
に
よ
っ
て
継
続
し
て
文
理

大
生
を
採
用
し
た
い
と
お
話
し

い
た
だ
け
る
企
業
も
あ
り
、
昨

年
度
に
就
職
し
た
学
生
諸
君
も

継
続
し
て
が
ん
ば
っ
て
く
れ
る

と
期
待
し
て
い
る
。

本
年
度
の
就
職
状
況
に
つ
い

て
も
い
わ
ゆ
る
売
り
手
市
場
の

傾
向
は
続
い
て
い
る
が
、
最
近

の
原
油
高
や
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ

ー
ン
問
題
等
の
影
響
で
景
気
の

先
行
き
不
透
明
感
が
増
し
て
い

る
と
の
見
方
も
あ
り
、
よ
り
一

層
、早
め
に
就
職
活
動
を
行
い
、

内
定
（
内
々
定
）
を
獲
得
し
て

い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。幸
い
、

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
地
元
の
阿

波
銀
行
や
徳
島
銀
行
、
百
十
四

銀
行
の
ほ
か
四
国
四
県
の
主
要

銀
行
へ
の
内
定
を
は
じ
め
、
大

手
企
業
の
総
合
職
等
へ
の
就
職

を
決
め
た
学
生
も
い
る
な
ど
順

調
に
推
移
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
も
学
生
へ
の
就
職

支
援
の
充
実
を
図
っ
て
き
た

が
、特
に
、本
年
度
か
ら
新
た
に

学
生
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
上
に

就
職
支
援
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し

て
運
用
を
開
始
し
た
。
こ
の
シ

ス
テ
ム
で
は
徳
島
・
香
川
両
キ

ャ
ン
パ
ス
に
届
く
全
て
の
求
人

情
報
を
登
録
し
、
学
生
は
学
内

外
を
問
わ
ず
パ
ソ
コ
ン
か
ら
ア

ク
セ
ス
し
て
必
要
な
求
人
情
報

を
検
索
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
条
件
を
指
定
し

て
メ
ー
ル
登
録
を
し
て
お
け
ば

希
望
の
求
人
情
報
が
大
学
に
届

い
た
こ
と
を
携
帯
メ
ー
ル
で
知

る
こ
と
も
で
き
る
。

卒
業
学
年
の
学
生
は
も
と
よ

り
そ
の
他
の
学
年
の
学
生
に
も

将
来
を
見
越
し
、
情
報
収
集
に

大
い
に
活
用
し
て
ほ
し
い
。

求
人
は
早
期
化
し
て
い
る

が
、
今
後
も
秋
採
用
を
は
じ
め

補
充
採
用
や
時
期
を
分
け
た
採

用
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
。ま
た
、

介
護
・
福
祉
・
医
療
や
保
育
所

等
の
求
人
は
こ
れ
か
ら
で
あ

私
は
、
４
月
か
ら
徳
島
銀
行

に
一
般
職
で
採
用
さ
れ
、
現
在

は
市
場
支
店
に
勤
務
し
て
い
ま

す
。私

が
就
職
活
動
を
始
め
た
の

は
１
年
生
の
冬
頃
で
し
た
。
戸

惑
う
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま

し
た
が
、先
生
に
相
談
し
た
り
、

就
職
説
明
会
や
セ
ミ
ナ
ー
に
参

加
し
た
り
す
る
な
ど
、
自
分
で

で
き
る
こ
と
は
精
一
杯
し
て
、

最
後
ま
で
絶
対
諦
め
ま
せ
ん
で

し
た
。

銀
行
と
い
う
職
場
は
た
く
さ

ん
の
知
識
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

就
職
を
し
た
今
で
も
職
場
や
家

で
の
勉
強
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
社
会
人
と
し
て
正
し
い

マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
る
こ
と
も

銀
行
員
の
仕
事
の
一
つ
で
す
。

今
は
優
し
い
先
輩
に
支
え
ら

れ
、何
も
で
き
な
か
っ
た
私
も
、

今
で
は
で
き
る
仕
事
が
増
え
、

毎
日
楽
し
く
仕
事
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

就
職
活
動
に
大
切
な
の
は
、

前
向
き
に
挑
戦
す
る
気
持
ち
だ

と
思
い
ま
す
。
諦
め
ず
に
何
事

に
も
頑
張
っ
て
挑
戦
し
て
く
だ

さ
い
。

４
月
１
日
よ
り
、
徳
島
支
所

の
金
融
課
に
配
属
さ
れ
金
融
、

共
済
の
営
業
に
従
事
し
て
お
り

ま
す
。

た
だ
、
３
カ
月
間
は
試
用
で

あ
り
、
研
修
・
講
習
が
多
く
て

毎
日
、
新
鮮
で
新
し
い
発
見
が

あ
る
等
、
興
味
を
持
っ
て
前
向

○
（
徳
島
文
理
大
学
の
）
香

川
キ
ャ
ン
パ
ス
に
来
ら
れ

た
目
的
は
？

今
回
の
訪
問
の
主
な
目
的

は
桐
野
学
長
と
の
共
同
研
究

と
、
香
川
薬
学
部
の
先
生
方

と
研
究
に
関
す
る
情
報
交
換

で
す
。

２
つ
目
の
目
的
は
少
し
腰

を
落
ち
着
け
て
志
度
の
町
で

暮
ら
し
て
、
日
本
や
日
本
文

化
に
つ
い
て
よ
り
知
る
機
会

を
得
る
た
め
で
す
。

○
先
生
の
主
な
研
究
分
野
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

私
は
基
礎
神
経
生
物
構
造

学
と
人
間
が
感
じ
る「
恐
怖
」

の
記
憶
構
造
と
そ
の
発
現
上

に
お
け
る
特
別
な
強
勢
が
も

た
ら
す
記
憶
の
研
究
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

○
高
麗
大
学
と
徳
島
文
理
大

学
の
学
生
に
何
か
違
い
を

感
じ
ら
れ
ま
し
た
か
？

違
い
が
あ
る
と
言
う
よ
り

も
、
両
大
学
の
学
生
に
は
た

く
さ
ん
の
共
通
点
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

彼
ら
は
み
ん
な
若
々
し
く

て
生
き
生
き
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
へ

帰
る
時
、
体
育
館
か
ら
ロ
ッ

ク
を
演
奏
し
て
い
る
音
が
聞

こ
え
て
い
ま
す
が
、
高
麗
大

学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
も
聞
こ

え
て
く
る
も
の
は
同
じ
で
す

ね
。
彼
ら
は
自
分
の
将
来
や

社
会
の
未
来
の
た
め
に
、
一

生
懸
命
に
勉
強
し
て
い
ま
す

よ
。そ

う
そ
う
…
私
が
い
る
間

に
気
づ
い
た
大
き
な
違
い

は
、
こ
こ
の
学
生
は
食
事
の

実
際
、
私
が
就
職
を
決
意
し

た
の
は
卒
業
式
の
前
の
３
月
中

旬
で
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
「
い

っ
た
い
自
分
自
身
将
来
何
が
し

た
い
の
か
？
？
」
自
問
自
答
を

繰
り
返
す
日
々
が
続
き
、家
族
、

先
生
方
、
友
だ
ち
、
後
輩
に
相

談
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

大
学
院
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
挑
戦
し
て
い
く
日
々
の
中
で

行
政
の
仕
事
が
し
た
い
と
い
う

思
い
が
芽
生
え
始
め
、
公
務
員

と
い
う
道
を
選
択
し
ま
し
た
。

現
在
、
職
場
に
は
薬
剤
師
、

私
は
、
社
会
福
祉
士
の
国
家

試
験
に
合
格
し
、
４
月
か
ら
高

知
県
に
あ
る
大
西
病
院
で
相
談

員
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。

少
し
ず
つ
仕
事
も
覚
え
、
あ
っ

と
い
う
間
に
過
ぎ
た
３
カ
月
で

し
た
。

医
師
や
看
護
師
と
い
っ
た
医

療
に
携
わ
る
職
員
の
方
と
連
携

し
、
患
者
様
に
関
わ
る
手
続
き

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

病
院
の
試
験
を
受
け
る
際
に

は
、
就
職
部
の
先
生
に
何
度
も

相
談
し
、
力
を
貸
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
相
談
す
る
こ
と
で

自
分
の
中
に
あ
っ
た
不
安
も
解

消
で
き
、
自
信
を
持
っ
て
就
職

活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

就
職
活
動
に
不
安
を
持
っ
て

い
る
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
。

み
ん
な
最
初
は
不
安
で
す
。
困

っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
相
談
で

き
る
人
に
相
談
し
、
自
分
の
気

持
ち
を
楽
に
し
て
く
だ
さ
い
。

私
も
こ
れ
か
ら
も
っ
と
勉
強

し
、
視
野
を
広
げ
、
成
長
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
学
生
活
は
、
一
番
楽
し
く

自
由
に
過
ご
せ
る
大
切
な
時
間

だ
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
大

学
生
活
を
有
意
義
に
過
ご
し
て

く
だ
さ
い
。

自
信
を
も
っ
て

人
間
生
活
学
部
　
人
間
福
祉
学
科

山
　
本
　
志
　
穂

医
療
法
人
高
幡
会
　
大
西
病
院

医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

チ
ャ
レ
ン
ジ
の
日
々

香
川
薬
学
部
　
創
薬
学
科

大
　
西
　
真
　
司

大
阪
市
職
員
　
薬
剤
師

大
切
な
こ
と

短
期
大
学
部
　
言
語
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

川
　
人
　
　
　
愛

株
式
会
社
徳
島
銀
行
　
一
般
職

絆
　
感
謝

総
合
政
策
学
部
総
合
政
策
学
科

宇
　
佐
　
雅
　
章

Ｊ
Ａ
徳
島
市
徳
島
支
所
金
融
課

り
、
継
続
し
て
就
職
活
動
に
が

ん
ば
っ
て
ほ
し
い
。

す
で
に
大
学
３
年
生
や
短
大

１
年
生
に
対
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス

も
ス
タ
ー
ト
し
、
６
月
の
ガ
イ

ダ
ン
ス
は
２
３
０
人
を
超
え
る

学
生
が
参
加
し
た
。
今
回
、
都

合
で
参
加
で
き
な
か
っ
た
学
生

も
今
後
さ
ま
ざ
ま
な
セ
ミ
ナ
ー

を
予
定
し
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ

参
加
し
て
欲
し
い
。

皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
と

キ
ャ
リ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー

プ
で
の
出
会
い
を
期
待
し
て
い

る
。

後
に
皿
を
洗
っ
て
い
る
こ
と

で
す
。
道
徳
的
な
規
律
を
身

に
つ
け
る
た
め
に
は
、
と
て

も
良
い
習
慣
な
の
で
、
私
た

ち
の
大
学
で
も
似
た
よ
う
な

や
り
方
が
あ
れ
ば
よ
い
と
思

い
ま
し
た
。

○
先
生
の
大
学
と
本
学
の
研

究
施
設
や
環
境
に
つ
い
て

ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
？

私
個
人
の
意
見
と
し
て

は
、
研
究
施
設
や
香
川
薬
学

部
の
メ
ン
バ
ー
、
そ
れ
に
加

え
て
研
究
成
果
の
質
や
研
究

の
奥
深
さ
、
多
様
性
は
世
界

レ
ベ
ル
で
す
よ
。
先
生
方
が

共
有
し
て
い
る
研
究
施
設
や

学
生
の
研
究
室
な
ど
を
見
学

す
る
機
会
が
あ
っ
た
の
で
す

が
、
私
が
共
同
研
究
し
て
い

る
桐
野
学
長
の
研
究
室
と
同

じ
レ
ベ
ル
な
の
に
は
驚
き
で

す
。
香
川
薬
学
部
は
高
麗
大

学
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
私

が
見
た
施
設
の
中
で
は
ず
ば

抜
け
て
い
ま
す
。

ま
た
毎
年
の
研
究
業
績
を

読
む
と
ど
の
ペ
ー
ジ
も
最
先

端
の
施
設
で
あ
る
こ
と
を
証

明
す
る
影
響
力
の
あ
る
研
究

論
文
が
な
ら
ん
で
い
ま
す
よ
。

○
薬
学
を
学
ぶ
学
生
に
ア
ド

バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す
。

薬
学
を
志
す
学
生
は
自
分

た
ち
が
薬
学
を
専
攻
し
て
い

る
こ
と
に
感
謝
し
、
ま
だ
若

い
間
に
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

最
大
限
に
活
用
し
よ
う
と
す

べ
き
で
す
ね
。

た
い
て
い
の
素
晴
ら
し
い

発
見
と
い
う
も
の
は
若
い
創

造
力
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
も

の
で
す
か
ら
。

獣
医
師
、
保
健
師
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
職
種
の
方
々
と
一
緒
に
働

い
て
い
ま
す
。
毎
日
さ
ま
ざ
ま

な
人
と
接
し
、
充
実
し
た
日
々

を
送
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
日
々
を
送
る
こ
と
が
で
き
て

い
る
の
は
周
り
の
支
え
が
あ
っ

た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
み
な

さ
ん
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
は
忘

れ
ま
せ
ん
。

最
後
に
在
学
生
の
皆
さ
ん
、

広
い
視
野
を
持
ち
さ
ま
ざ
ま
な

こ
と
に
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
。

き
っ
と
自
分
自
身
何
が
し
た
い

の
か
見
つ
か
る
と
思
い
ま
す
。

き
に
取
り
組
む
日
々
で
し
た
。

お
客
様
訪
問
も
上
司
・
先
輩

の
同
行
で
行
っ
て
い
ま
す
。
上

司
・
先
輩
の
営
業
の
仕
方
、
ス

ト
レ
ス
解
消
法
等
い
ろ
い
ろ
教

え
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
昼
休

み
は
、
み
ん
な
で
い
ろ
ん
な
話

題
（
社
会
・
経
済
ｅ
ｔ
ｃ
）
で
、

楽
し
く
会
話
を
し
て
い
ま
す
。

就
職
活
動
は
大
変
で
す
が
、

自
分
の
や
り
た
い
こ
と
も
考
え

て
い
ろ
ん
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
く
だ
さ
い
。
自
分
の
周

り
の
人
た
ち
（
先
生
方
や
友
人

な
ど
）
に
相
談
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

人
と
の
絆
を
大
切
に
す
る
こ

と
と
、
感
謝
の
気
持
ち
を
も
っ

て
行
動
す
る
こ
と
を
信
条
と
し

て
く
だ
さ
い
。
何
か
結
果
と
し

て
で
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

学
生
時
代
を
大
切
に
し
て
、

時
間
を
有
効
に
使
っ
て
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。

s
s
s
s
s
s
s
s

s
s
s
s
s
s
s
s
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今
年
、
徳
島
文
理
大
学
連
は

「
は
な
は
る
フ
ェ
ス
タ
第
５
回

阿
波
踊
り
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
優

勝
し
、
５
連
覇
を
達
成
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
の
阿

波
踊
り
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
５
連

覇
と
い
う
節
目
の
年
で
し
た
。

し
か
し
、
練
習
を
始
め
た
当
初

は
今
ま
で
優
勝
し
て
き
た
と
い

う
の
も
あ
り
、
練
習
し
な
く
て

も
簡
単
に
優
勝
で
き
る
だ
ろ
う

と
思
っ
て
い
る
連
員
も
い
て
、

練
習
に
本
気
で
取
り
組
め
て
い

な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。

は
じ
め
の
頃
は
、
練
習
日
も

あ
ま
り
連
員
が
集
ま
ら
ず
、
踊

り
に
も
鳴
り
物
に
も
し
ま
り
が

な
い
状
態
で
し
た
。
そ
ん
な
時

に
喝
を
入
れ
て
く
れ
た
の
は
、

講
師
の
方
々
や
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の

み
な
さ
ん
で
し
た
。

「
こ
ん
な
練
習
で
き
み
た
ち

優
勝
で
き
る
と
思
っ
て
い
る

の
？
　
こ
の
練
習
に
対
す
る
気

持
ち
は
王
者
の
余
裕
で
す
か
？

練
習
の
た
め
の
練
習
と
違
う
ん

だ
か
ら
も
っ
と
一
人
ひ
と
り
が

熱
い
気
持
ち
を
も
っ
て
練
習
し

な
い
と
い
け
ん
の
と
ち
が
い
ま

す
か
？
」
と
き
つ
く
言
わ
れ
、

そ
の
言
葉
に
刺
激
さ
れ
て
連
員

一
人
ひ
と
り
の
阿
波
踊
り
コ
ン

テ
ス
ト
に
対
す
る
気
持
ち
や
姿

勢
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
の
練
習
は
、
日
曜
日

と
祝
日
以
外
は
毎
日
３
時
間
と

な
り
、
今
ま
で
と
は
一
変
し
、

本
気
で
や
ら
な
け
れ
ば
優
勝
で

き
な
い
、
追
わ
れ
る
立
場
で
は

な
く
追
う
立
場
な
ん
だ
！
と
い

う
気
持
ち
で
一
生
懸
命
取
り
組

み
ま
し
た
。
講
師
の
方
々
や
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
方
た
ち
も
そ
の
気

持
ち
に
応
え
る
よ
う
に
、
忙
し

い
に
も
関
わ
ら
ず
練
習
に
足
を

運
ん
で
く
だ
さ
り
、
ア
ド
バ
イ

ス
を
し
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ

で
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
優
勝
は
連
員
だ
け
の

力
で
は
な
く
、
文
理
連
を
応
援

し
て
く
だ
さ
っ
た
す
べ
て
の
人

た
ち
の
お
か
げ
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
頑
張
っ
て
阿
波
踊
り
を
盛

り
上
げ
て
い
き
ま
す
の
で
応
援

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

第
59
回
四
国
地
区
大
学
総
合
体

育
大
会
結
果

○
弓
道
部

女
子
団
体
２
位

○
準
硬
式
野
球

準
優
勝

○
少
林
寺
拳
法
部

総
合
３
位

女
子
組
演
舞
・
段
外

最
優
秀

文
学
部
３
年
　
河
野
　
亜
弥

文
学
部
２
年
　
三
宅
　
美
穂

女
子
組
演
舞
・
有
段

最
優
秀

香
川
薬
学
部
２
年⁄

木
　
菜
穂

香
川
薬
学
部
２
年東

條
　
　
恵

○
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

女
子
個
人
優
勝

人
間
生
活
学
部
３
年

宮
城
　
明
生

人
間
生
活
学
部
３
年

小
畠
　
沙
予

○
陸
上
競
技
部

４
０
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル
２
位

総
合
政
策
学
部
１
年

尾
華
　
博
之

能
楽
研
究
会
は
今
年
正
式
に

認
め
ら
れ
た
ば
か
り
の
新
し
い

サ
ー
ク
ル
で
す
。
能
楽
を
皆
さ

ん
は
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

知
ら
な
い
、
あ
る
い
は
み
た
こ

と
は
あ
る
け
ど
、
よ
く
知
ら
な

い
と
い
う
人
が
多
い
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
で
は
狂
言

は
ご
存
知
で
す
か
？

能
楽
も
狂
言
も
猿
楽
に
所
以

し
、
武
士
の
間
で
発
展
し
、
少

し
前
ま
で
教
養
の
あ
る
大
人
の

た
し
な
み
と
し
て
親
し
ま
れ
て

い
た
、い
わ
ゆ
る
劇
な
の
で
す
。

最
小
限
の
舞
台
設
備
と
洗
練
さ

れ
た
演
者
の
動
き
や
語
り
を
も

と
に
、
観
客
は
そ
の
想
像
力
で

も
っ
て
演
出
を
加
え
舞
台
の
上

に
無
限
の
世
界
を
描
く
と
い
う

今
の
演
劇
な
ど
と
は
少
し
趣
の

違
う
も
の
で
す
。
そ
こ
で
「
え

ぇ
〜
」
な
ど
と
嫌
が
っ
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
面
白
い
の

で
す
！

高
い
教
養
に
裏
づ
け
さ
れ
た

も
の
を
、
や
る
の
は
ノ
ー
ト
を

と
る
こ
と
で
は
な
く
、
演
じ
る

こ
と
で
す
。
百
聞
は
一
見
に
し

か
ず
。
聞
く
よ
り
見
る
、
見
る

よ
り
や
る
の
が
一
番
で
す
！

日
本
の
歴
史
、
文
学
、
文
化

に
興
味
の
あ
る
人
、
そ
し
て
想

像
力
に
自
信
の
あ
る
人
（
笑
）

や
自
分
の
可
能
性
を
広
げ
た
い

人
は
ぜ
ひ
ぜ
ひ
、
仲
間
に
な
っ

て
い
ろ
ん
な
こ
と
を
語
り
ま
し

ょ
う
！

活
動
は
毎
週
水
曜
日
、
月
２

回
は
プ
ロ
の
先
生
に
教
え
て
も

ら
い
、
そ
の
他
の
活
動
日
に
も

練
習
を
し
て
い
ま
す
。
興
味
の

あ
る
人
は
徳
島
キ
ャ
ン
パ
ス
７

号
館
３
階
石
井
研
究
室
ま
で
！

僕
た
ち
フ
ッ
ト
サ
ル

部
は
、
今
年
か
ら
ク
ラ

ブ
に
昇
格
し
ま
し
た
。

部
員
数
は
22
人
で
さ
ま

ざ
ま
な
学
部
学
科
の
部

員
で
構
成
さ
れ
た
ク
ラ

ブ
団
体
で
す
。
練
習
は

週
に
２
回
、
大
学
周
辺

の
施
設
を
利
用
し
て
励

ん
で
い
ま
す
。

今
年
度
の
大
会
実
績

に
つ
い
て
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
７
月
に
香
川
県

で
開
催
さ
れ
た
Ｊ
フ
ッ
ト
丸
亀

１
Ｄ
ａ
ｙ
ナ
イ
タ
ー
で
、
前
年

度
に
続
き
優
勝
し
ま
し
た
。
ま

た
、
四
国
地
区
大
学
総
合
体
育

大
会
に
も
参
加
し
ま
し
た
。
初

め
て
の
公
式
戦
だ
っ
た
た
め
、

ル
ー
ル
等
に
多
少
の
と
ま
ど
い

は
あ
り
ま
し
た
が
、
と
て
も
よ

い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
加
え

て
、
こ
の
四
国
地
区
大
学
総
合

体
育
大
会
に
参
加
し
た
こ
と
で

他
大
学
と
の
練
習
試
合
を
約
束

し
た
り
な
ど
、
交
流
が
と
て
も

深
ま
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
公
式
戦
に
ど
ん
ど

ん
参
加
し
て
経
験
を
積
み
、
一

戦
必
勝
を
め
ざ
し
て
が
ん
ば
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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第
44
回
山
城
祭
は
「
旬
〜

笑
っ
て
い
ら
れ
る
学
祭
を

〜
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
10
月

24
日
貊
か
ら
26
日
豸
に
開
催

し
ま
す
。
こ
の
テ
ー
マ
の

「
旬
」
に
は
、
私
た
ち
学
生

が
日
頃
の
活
動
の
中
で
山
城

祭
に
向
け
て
積
み
重
ね
て
き

た
努
力
が
、
当
日
に
一
番
の
輝

き
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
と
い

う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
世
代

の
方
に
山
城
祭
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
今
し
か
な
い
軈
旬
な

時
間
軋
を
と
も
に
過
ご
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
年
の
山
城
祭
も
例
年
同

様
、
模
擬
店
や
野
外
ス
テ
ー
ジ

で
の
催
し
を
行
い
、
笑
っ
て
い

ら
れ
る
素
晴
ら
し
い
時
間
を
作

り
上
げ
て
い
き
ま
す
。
多
く
の

方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
準
備

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参

加
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

本
年
の
山
城
祭
が
素
晴
ら
し

い
も
の
と
な
る
よ
う
実
行
委
員

一
同
、
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
杏
樹
祭
実
行
委
員
会

は
10
月
17
日
貊
か
ら
19
日
豸
に

か
け
て
開
催
さ
れ
る
大
学
祭
を

素
晴
ら
し
く
、
心
に
残
る
も
の

に
し
よ
う
と
部
員
た
ち
や
学
生

支
援
グ
ル
ー
プ
の
先
生
た
ち
と

日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
『Ju

m
p

×
３
』
に
決
ま
り
ま
し
た
。

『Ju
m
p

×
３
』
の
趣
旨
と
し
て

は
、
一
人
よ
り
二
人
、
二
人
よ

り
三
人
と
よ
り
多
く
の
人
と
盛

り
上
が
れ
る
よ
う
に
と
い
う
意

味
を
込
め
て
こ
れ
に
決
定
し
ま

し
た
。

今
年
は
、
前
回
、
前
々
回
よ

り
も
盛
り
上
が
る
よ
う
に
と
企

画
や
ゲ
ス
ト
を
今
ま
で
と
違
っ

た
感
じ
に
し
よ
う
と
考
え
て
い

ま
す
。

今
考
え
て
い
る
企
画
は
、
高

校
生
た
ち
に
よ
る
『
よ
さ
こ

い
・
踊
り
ラ
イ
ブ
』、
在
日
中

国
雑
技
団
に
よ
る
『
ス
ー
パ
ー

ス
ペ
シ
ャ
ル
・
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト

ラ
イ
ブ
』、
豪
華
商
品
が
当
た

る
『
ビ
ン
ゴ
』
な
ど
を
考
え
て

い
ま
す
。
他
に
も
学
生
が
模
擬

店
を
多
く
出
し
て
大
学
祭
を
盛

り
上
げ
る
予
定
で
す
。

今
年
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

盛
り
上
が
り
の
あ
る
大
学
祭
に

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
み

な
さ
ん
の
参
加
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

杏樹祭 山城祭

能
楽
研
究
会
（
徳
島
）

フ
ッ
ト
サ
ル
部
（
香
川
）

山
城
祭
実
行
委
員
会

杏
樹
祭
実
行
委
員
会

こ
の
度
、
四
国
コ
ン
テ
ン
ツ

映
像
フ
ェ
ス
タ
07
の
コ
ン
テ
ス

ト
で
優
秀
賞
を
受
賞
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
制
作
し
た
メ

ン
バ
ー
は
、
私
（
藤
島
真
）
、

助
岡
卓
真
、
小
島
裕
輔
、
橋
本

直
樹
、阿
部
桜
子
の
５
人
で
す
。

受
賞
し
た
映
像
は
「
隆
禅
寺
の

と
う
」
と
い
う
作
品
で
す
。
こ

れ
は
徳
島
文
理
大
学
短
期
大
学

部
教
授
の
飯
原
一
夫
先
生
の
作

品
を
お
借
り
し
て
制
作
し
た
も

の
で
す
。
飯
原
先
生
は
徳
島
の

民
話
や
昔
の
徳
島
の
絵
を
数
多

く
書
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な

徳
島
の
民
話
を
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
が
動
く
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
す

れ
ば
面
白
い
作
品
が

で
き
る
と
考
え
、
先

生
が
描
か
れ
た
民
話

「
隆
禅
寺
の
と
う
」

を
選
び
ま
し
た
。
私

た
ち
は
原
画
を
実
際

に
お
借
り
し
、
独
特

の
色
使
い
を
決
し
て

損
な
わ
な
い
よ
う
に
注
意
し
、

制
作
を
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

一
枚
の
絵
を
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

に
す
る
た
め
に
、
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
を
切
り
取
っ
て
動
か
し
て
み

た
り
、
カ
メ
ラ
の
動
き
を
使
っ

て
絵
を
上
下
左
右
に
動
か
し
た

り
工
夫
を
し
ま
し
た
。
こ
の
受

賞
し
た
作
品
だ
け
で
終
わ
ら
せ

る
の
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
も

い
ろ
い
ろ
な
作
品
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
た
い
と
思
い
、
自
主
サ
ー

ク
ル
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
現

在
、
メ
ン
バ
ー
一
同
は
制
作
活

動
に
励
ん
で
い
ま
す
。
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第
１
回
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
を
６
月
21
日
貍
（
徳
島

キ
ャ
ン
パ
ス
）、
７
月
５
日

貍
（
香
川
キ
ャ
ン
パ
ス
）
、

第
２
回
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
を
８
月
５
日
貂
（
徳
島
キ

ャ
ン
パ
ス
）、
８
月
６
日
貉

（
香
川
キ
ャ
ン
パ
ス
）
に
開

催
し
た
。
当
日
は
多
く
の
高

校
生
や
保
護
者
な
ど
が
参
加

し
、
在
学
生
や
学
科
教
員
と

学
科
の
体
験
や
オ
ー
プ
ン
キ

ャ
ン
パ
ス
実
行
委
員
に
よ
る

キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
な
ど
で

徳
島
文
理
大
学
を
体
験
し
て

い
た
だ
い
た
。
第
３
回
・
４

回
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

で
も
入
試
や
奨
学
金
、
就
職

な
ど
に
つ
い
て
相
談
で
き
る

「
相
談
コ
ー
ナ
ー
」
や
、
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
バ

ー
チ
ャ
ル
ス
タ
ジ
オ
を
使
っ

て
「
ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー

体
験
コ
ー
ナ
ー
」
な
ど
、
来

場
者
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
企
画
を
用
意
し
て
い
る
。

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
体
験
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

【
第
３
回
】

８
月
22
日
貊
　
香
川

８
月
23
日
貍
　
徳
島

【
第
４
回
】

９
月
13
日
貍
　
香
川

10
月
４
日
貍
　
徳
島
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